
  

「南島原市行革大綱（原案）及び集中改革プラン（原案）」への意見募集結果 
 
 
１．意見募集期間 
 
  平成１９年２月１日(木)  ～ 平成１９年２月２３日（金） 
 
 
２．意見等提出状況 
 
  （１）行革大綱（原案） 
    ①応募者数   ２名 
    ②意見等件数 １７件 
 
  （２）集中改革プラン（原案） 
    ①応募者数   １名 
    ②意見等件数  ６件 
 
 
３．意見等への対応区分とその件数 
 

件  数 
対応

区分 内  容 行革大綱 
（原案） 

集中改革

プラン 
（原案） 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの 0 0 
B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの 0 3 
C 既に記載済み・対応済みのもの 4 2 
D 反映が困難なもの 3 0 
E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの 10 1 

 
 
４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方 
 
 （１）行革大綱（原案） 

別紙「４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方（行革大綱）」のとおり 
 
 （２）集中改革プラン（原案） 

別紙「４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方（集中改革プラン）」のとおり 
 
 



４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方（行革大綱）

NO 計画（案）の当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

（Ⅱ行政改革の重点項目）

1
１．機構・組織
の見直し

将来的には道州制が導入されることも考え、本庁
舎建設は考えず、現有施設の有効活用により、組
織の効率化を図るべきである。

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「２．機構組織の再編、整備」「(1)本庁舎方式に向けた分
庁方式の見直し」にも記載しているとおり、本庁機能の
効率化を図るため、本庁の集約化を図るとともに、本庁
機能を強化します。また、本庁の集約にあたっては、当
分の間、既存の庁舎、施設を有効に活用したいと考えて
います。

C

2
２．職員の定
員と給与等
の適正化

時代の流れは「官」から「民」の流れになっていま
す。組織のスリム化は必要でしょう。職員だけでは
なく、議員定数削減も平行して議論しなければ職
員や市民の理解は得られない。私案は議員定数
20名で良いと思います。

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「１．行政の担うべき役割の重点化」及び「３．定員管理
及び給与等の適正化」にも記載しているとおり、民間委
託等の推進、定員管理、給与等の適正化を進めていき
たいと考えています。
　また、議員定数削減については、議会の判断でなされ
るものと考えます。

C・D

3
３．事務事業
の見直しとコス
ト削減

効率化と歳出削減を大いに期待しています。

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「７．財政健全化」にも記載しているとおり、今後、市民の
皆さんと行政が一体となり、財政健全化に取り組んでい
きたいと考えていますので、市民の皆様のご理解、ご協
力をお願いいたします。

E

4
４．公営施設
の民営化と統
廃合の推進

「官」から「民」が望ましい。その過程は公平公正で
あるべきである。

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「１．行政の担うべき役割の重点化」「（１）民間委託等の
推進」にも記載しているとおり、特定の業務を除き、民間
で運営できるものについては、民営化を前提にその運営
方法の見直しを図ります。
　また、「５．公正の確保と透明性の向上」にも記載して
いるとおり、今後も公平性の確保に努めたいと考えてい
ます。

C

1



４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方（行革大綱）

NO 計画（案）の当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

5
４．公営施設
の民営化と統
廃合の推進

口之津町の状況を参考に他の町も小学校の統合
を実現してはどうか。

　地域の実情や教育環境などを十分に把握する必要が
あります。また、統合する場合には、新校舎を建設しな
ければならない場合もあることから、財政面を考え、今回
の行革大綱（案）には掲載していません。今後の財政状
況なども踏まえながら、大綱見直しの際には参考にさせ
ていただきます。

D

6
４．公営施設
の民営化と統
廃合の推進

小学校の統合による空き構造物の再利用
①老人ホーム等の福祉施設としての再利用
②団塊世代のUターン者向けのアパートとしての
再利用

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「７．財政健全化」にも記載しているとおり、今後、自主財
源の確保と遊休資産の活用に努めたいと考えていま
す。
　また、実施の際の参考にさせていただきます。

B

7
４．公営施設
の民営化と統
廃合の推進

南有馬商業高校跡の活用を早期に検討願いた
い。

　南有馬商業高校は県の施設です。
　本市では施設の活用方法について検討しているところ
であり、具体的な活用方法がある場合には、県に払下げ
の申出をしたいと考えています。

E

8
４．公営施設
の民営化と統
廃合の推進

空き庁舎等の再利用の早期検討

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「７．財政健全化」にも記載しているとおり、今後、自主財
源の確保と遊休資産の活用に努めたいと考えていま
す。

E

（Ⅲ行政改革への具体的な取り組み）

9
５．公正の確
保と透明性の
向上

この行革大綱には「情報公開の開示」の項目が必
要であり、市民が誰でもいつでもその過程が閲覧
できるように透明性を確保すべきだと思います。

　行革大綱（案）「Ⅲ行政改革への具体的な取り組み」
「５．公正の確保と透明性の向上」にも記載しているとお
り、今後も透明性の向上に努めたいと考えています。

C

2



４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方（行革大綱）

NO 計画（案）の当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

（その他ご意見）

10 意見

産業振興課を新設し、地元で若者が働けるように
してもらいたい。また、産業振興課の職員は若い
職員を配置し5年、10年先を見据えて進めてもらい
たい。

　産業振興については、本庁機能の効率化、強化により
対応していけると考えています。

E

11 意見
食の安心安全を第1に考え、化学肥料に頼らず、
生ゴミなどを堆肥にして農薬をしないで農作物が
生産できるよう調査研究を進めてもらいたい。

　今後の参考にさせていただきます。 E

12 意見
地球温暖化の対策のため、荒地を有効活用しエタ
ノール生産工場の誘致を検討願いたい。

　今後の参考にさせていただきます。 E

13 意見
今後、海洋資源の不足が問題となることから山間
部農家の淡水魚養殖の検討。

　今後の参考にさせていただきます。 E

14 意見
製麺産業について、国外への販路、時代にあった
商品開発を行政が支援する必要があると感じる。

　今後の参考にさせていただきます。 E

15 意見
組織の肥大化と思われるが、現在の議員定数の
削減により行革はできると思う。

　議員定数削減については、議会の判断でなされるもの
と考えます。

D

16 意見

島鉄路線の廃線について
　長年愛着を持つ島鉄が南島原市で見れないと
いうことは、実に残念であり、何とか存続できない
のか。

　南島原市としては、H19.2.1に南島原市島原鉄道廃止
問題対策本部を設置し、現在、善後策を検討していると
ころです。

E

17 意見
一つ一つ実現、実行し、1日も早く財政健全化して
もらいたい。

　今後、市民の皆さんと行政が一体となり財政健全化に
取り組んでいきたいと考えていますので、市民の皆様の
ご理解、ご協力をお願いいたします。

E

3



４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方（集中改革プラン）

NO 計画（案）の当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

絵に描いた餅のような感じがしています。
具体的に数字や工程表をを作成して市民に見
えるように示してほしい。

　集中改革プラン（案）では、数値化できる項目については、
具体的な数値を盛り込みながら年度別目標を定めていま
す。

C

職員の意識改革が大切と思います。職員は市
民の奉仕者として常に心に秘めておくべきで
す。

　集中改革プラン（案）「４．人材育成の推進」の中で、市役
所内の研修や民間への派遣研修を計画しており、職員の意
識改革に繋げていきたいと考えています。

B

年功序列の配属ではなく、よい意味での職員
間競争を促す組織体制が必要と感じます。
（長にゴマするような行為は良くないと思いま
す。）

　集中改革プラン（案）「４．人材育成の推進」の中で人事評
価制度、管理職評価制度の導入を計画しており、職員の能
力に応じた配属を可能にしていきたいと考えています。

B

今までの行政は縦割り的であったので横断的
な点も取り入れて効率を図るべきです。

　各部局の連携を図りながら、市政運営に努めていきたいと
考えています。

B

現在、事業主が所得税の源泉徴収をしている
が、県市民税も事業主にお願いして源泉徴収
してもらったらどうか。

　現在、県市民税については、特別徴収として事業主の方
から雇用者の県市民税を納めていただく制度も行っていま
す。
　特別徴収で納税いただける事業主の方については、税務
課へお問合せい下さい。

C

2 意見 市長のリーダーシップを期待しています。
　今後、市民の皆さんと行政が一体となり財政健全化に取り
組んでいきたいと考えていますので、市民の皆様のご理解、
ご協力をお願いいたします。

E

２．機構・組織の再編、整備

３．定員管理及び給与等の適
正化

1

1



｢南島原市地域防災計画 (素案)｣ への意見募集結果

1 . 意見募集期間

平成 1 9 年 2月 1 日(木) ~ 平成 1 9 年 3月 2日 (金)

2 . 意見募集状況

1 ) 応募者数 1 件
2 ) 意見件数 1 件

3 . 意見への対応区分とその件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの

C 既に記載済み ･対応済みのもの

D 反映が困難なもの

E 感情、 感想、 質問等に対する回答を行ったもの 1

4 . 意見の要旨とこれに対する市の考え方

計画 (案) の
当該箇所

意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

1 意見 場所によっては、 防災無線の
放送が間取り困難な場所が
あり、 再調査し、 防災無線の
増設 (無線塔 ･戸“-｣受信機)
を検討願いたい。

今後の市防災無線整備計画の参考
にさせて頂きます。 E



｢南島原市総合計画基本構想 (原案)｣ への意見募集結果

意見募集期間

平成 1 9 年 1 0月 5日(金) ~ 平成 1 9 年 1 1月 5 日 (月)

意見募集状況
1 ) 応募者数 野牛
2 ) 意見件数 1 件

意見への対応区分とその件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏まえて素案を補修修正、 又は追加記載したもの

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの

C 既に記載済み ･対応済みのもの

D 反映が困難なもの

団 感情、 感想、 質問等に対する回答を行ったもの 1

2

3

4 . 意見の要旨とこれに対する市の考え方

計画 (案) の
当該箇所

意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

1 意見 市の財政計画がもっと知

りたいと思います。 大変すば

らしい総合計画と思います

が、 これが紙に書いた餅にな

りませんようお願いします。

本市総合計画基本構想 (10年間)
の目標を達成するために、 まちづ

くりの施策と実現のための方向性

を 8 項目に分類し、 特に前期 5 年
間 (H 20 ~ H 2 4) につきましては、
戦略的かつ重点的に推進する重点
プロジェクト 10 項目を策定して、
総合計画審議会委員皆様の意見を
交えながら、 取り組んでまいりま

す。 毎年度、 各所管課において実

施計画が策定されますが、具体的
な事業を明らかにして、 計画 ･実

施 ･検証を行って進めてまいりま

す。 また、 本市の財政計画につき

ましては、 財政課と協議して他の
方法 (広報紙やホームページ) で
提供できるように努力します。

國



｢南島原市男女共同参画計画(原案)｣への意見募集結果

1 意見募集期間

平成T9年1 1月 1日 (木) ~ 平成1 9年1 1月3 0 日 (金)

2 . 意見募集状況

1) 応募者数 2件

2 ) 意見件数 3 1件

3 . 意見等への対応区分とその件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの l 1

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考としたもの

C 既に記載済み･対応済みのもの 5

D 反映が困難なもの 7

E 感情･感想･質問等に対する回答を行ったもの 8

4 .意見の要旨とこれに対する市の考え方

(別添)



N O 計画(案)の該当箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応
区分

(肛計画の基本的な考え方 )

･ 1 .基本的視点
男女共同参画社会は、様々な支援のもと｢能力｣
も、参画には障害にならないものとなるべきだと
思う。

｢能力や個性を応じて｣を、｢能力や個性を発揮
し｣に修正いたします。

A

2 1 .基本的視点
一人ひとりがジェンダーへの敏感な感覚をもち、
是正していくことを促進しなければならない。 ま
た、｢差異｣の標記はいらない。

□基本的視点｣~ ｢基本目標 I男女共同参画
社会づくり【こ向けた意識改革｣に掲載している
とおり、ジェンダーに敏感な視点を持ち、取り組
みを推進していきたいと考えております。 ま
た、｢性別や差異｣については、｢差異｣の表記
は削除いたします。

C ･A

3 1 .基本的視点
女性は一段と劣っているもの (知らないもの)とし
て考えるのではなく、みんなが同じ高さでつくりあ
げていこうということを強く訴えるべきである。

女性が劣っているものとして考えているのでは
なく、女性はこれまで政策決定などの機会を与
えられる事が少なく、その能力を十分に発揮で
きる環境ではなかったと考えており、｢基本目
標肛政策･方針の立案及び決定過程への男女
共同参画｣に掲載している取り組みを、推進し
ていきたいと考えておりますので~ご理解をお
願いいたします。

D

4 2 .基本理念 男女(とも)には、女男 (とも)にならもっといい。
基本理念とするため、標語を募集して表記して
おりますので、ご理解をお願いいたします。

D

5
4 .目指す男女共同参
画社会のすがたく学校
では)

男女それぞれに個性があるのではなく一人ひと
り-こ個性がある。
0 ｢女らしさ｣｢男らしさ｣にとらわれず、子どもの
自主性と個性を尊重した教育が行われていま
す。｣を、｢女らしさ｣ ~ とらわれず｣を除いたほう
がよい。

｢女らしさ｣｢男らしさ｣にとらわれず｣を除いたほ
うが良いとのご意見ですが、男女共同参画計
画ですので、ここでの表記はこのままとしたい
と考えております。

D

6
4 .目指す男女共同参
画社会のすがた(学校
では)

0 ｢発達段階に応じた授業や様々な活動を通し
て、男女がお互いの個性を尊重し、協力し合う子
どもたちは育っています。｣の｢男女がお互い｣
は、｢一人ひとりが｣の表記がよい。

｢発達段階に応じた授業や様々な活動を通し
て、一人ひとりの個性を尊重し、協力し合う子
どもたちが育っています｣の表記に修正いたし
ます。

A



7
4‐目指す男女共同参
画社会のすがた(学校
では)

○｢育児や介護、ボランティア活動などを通して、
男女がお互いの個性を尊重し、協力し合う子ども
たちが育っています。｣の｢ボランテイア活動など
を｣の表記はいらない。

今後ボランテイア活動は推進すべき施策と考
えておりますので、｢育児や介護などの体験学
習やボランテイア活動などを通じて社会の -
員として協力しあう態度が育まれています。｣
の表記に修正いたします。

A

8
4 .目指す男女共同参
画社会のすがた(学校
では)

一番目の○と二番目の 0 ではちぐはぐだと思わ
れるので、二番目の○を畦受業や様々な活動を
通して、一人ひとりの個性を尊重し、協力し合う
子ども達が育っています。｣の表記にかえる。

｢発達段階に応じた授業や様々な活動を通し
て、一人ひとりの個性を尊重し、協力し合う子
どもたちが育っています｣の表記に修正いたし
ます。

A

9
4 .目指す男女共同参
画社会のすがた(学校
では)

一番目の○と三番目の 0 は同様なことが書かれ
ていることと、基本目標を達成するために、三番
目の○を｢いろいろな体験学習を通じて自立して
自分らしく生きていこうとする態度が育まれてい
ます。｣の表記にかえる。

できるだけ具体的なれ÷亡表記したいと考えて
おりますので、｢育児や介護などの体験学習や
ボランテイア活動などを通じて社会の一員とし
て協力しあう態度が育まれています。｣の表記
に修正いたします。

A

10
4 .目指す男女共同参
画社会のすがた(地域
社会では)

二番目の 0 は、現実を見据えてのことだと思わ
れるが、差別になってし、るので~ ｢男女が対等な
構成員として~男性だけでなく女性も地域の意思
決定の場へ数多く参画し、活力ある社会づくりに
貢献しています。｣を、｢男女が対等な構成員とし
て地域の意思決定の場に数多く参画し、活力あ
る地域社会作引こ貢献しています。｣の表記にか
える。

｢男性だけでなく女性も｣は削除した表記が適
切であると考えられますので、｢男女が対等な
構成員として、地域の意思決定の場に数多く
参画し、活力ある地域社会作引こ貢献していま
す｣の表記に修正いたします。

A

n
4 目指す男女共同参
画社会のすがた(地域
社会では)

三番目の○のボランチイア参加は別問題と思わ
れるので、｢子育てや介護に関する社会的な支
援が充実し~明るく住みよい地域作りが進められ
ています。｣の表記にかえる。

今後、市民等によるボランチイア活動は推進
すべき施策と考えておりますので、ここの表記
はそのままといたします。

D

(田計画の内容 )

12
基本目標 I (現状と
課題)

男性が優遇されていると感じている割合が、本市
は低いと分析されているが、P 2 3の図表をみる
と、無回答とわからないの % が高く、必ずしも低
いとはいえない。むしろ無回答が多いのが気に
なると思う。

1‐無回答等が多いとは思われますが、本市
が低いと表記しているのは、県と比較したもの
であり、市において低いとは表記しておりませ
んので、ご理解をお願いいたします。

D

13
基本目標 I (施策の
方向)

①用語については~後述しているので、途中、途
中でのジェンダーについての説明はいらない。場
所ごとに微妙に解説が違う。

①の｢ジェンダー(社会的性別)｣の表記は、
｢ジェンダー｣の表記に修正いたします。

A



14
基本目標 I (施策の
方向)

②具体的な施策が、あっさりしている。事業所に
対しての具体的な活動ももりこむべきではない
か o

｢国や県などの情報収集及び情報発信｣の表
記を｢国や県などの情報を収集し、市民や事業
所等へ情報発信の推進｣に修正いたします。

A

15
基本目標 I (施策の
方向)

③には~職員研修･平等教育の分掌の設置･混
合名簿の推進など｣の表記を挿入してはどうか。

｢職員研修｣は、｢学校教育･家庭における男女
平等教育の推進｣に盛り込まれていると考えて
おります。 ｢平等教育の分掌の設置･混合名
簿の推進｣につきましては、今後担当部署と検
討を行いたいと考えております。

D ･E

16
基本目標± (施策の
方向)

③基本目標を達成する達成するために、｢混合
名簿の推進｣の表記を追加する。

③｢混合名簿の推進｣の表記につきましては、
今後担当部署と検討を行いたいと考えており
ます。

D

17
基本目標□ (施策の
方向)

②｢ポジティブ･アクション等の取り組み｣の表記
から、｢クオーター制などの提起｣と表記してはど
うか。

今後の参考にさせていただきます。 E

18
基本目標田 (施策の
方向)

①男女平等の推進という言葉はとらえにくい。不
平等の是正であるべきではないが。まだ、平等と
はいえないのだから。その状況を認めがたいも
のととらえ、なくしていくべき。

｢重点目標3それぞれの環境における男女格
差の是正｣の中で“施策の方向"における｢①
男女平等の推進｣ですので、不平等を是正す
るための｢①男女平等の推進｣と考えておりま
すので、ご理解をお願いいたします。

E

19
基本目標皿 (施策の
方向)

④制度の周知とともに、とりやすい環境づくりが
大切だと思う。

④育児.介護休業制度等の周知･啓発を推進
していくことで、意識が変わり、取得しやすい環
境づくりができてくるものと考えており、ここで
の表記はこのままといたします。

E

20
基本目標 酊 (具体的
な施策)

①女性に対するあらゆる暴力の相談窓口を整備
すべきである。

①女性に対する暴力等の相談窓口は、｢地域
福祉課｣に設置しております。今後、相談窓口
の周知を図って行きたいと考えております。

C

2 1
基本目標 酌 (具体的
な施策)

②適切な性教育はだれにとってどのように適
切 ? ちょっとィ･女な言葉。リブロダクティフヘル
ス･ライツから考えると多くの課題についで性教
育は豊かに行われるべきと思うが。

②｢適切な性教育の推進｣の表記を、｢発達段
階に応じた性教育の推進｣の表記に修正した
します。

A

22
基本目標 N (具体的
な施策)

②｢適切な性教育の推進｣ではわかり【こくいの
で、｢自己決定できるような性教育の推進｣の表
記にかえる。

②｢適切な性教育の推進｣の表記を、｢発達段
階に応じた性教育の推進｣の表記に修正した
します。

A



(酊計画の推進)

23
3苦情、相談等に対す
る処理体制の推進

苦情処理相談窓口は絶対に必要である。早期
に設置するよう目標化してほしい。

男女共同参画に対する相談窓口は~ ｢人権･男
女共同参画室｣に設置しております。今後、相
談窓口の周知を図って行きたいと考えておりま
す。

C

24 3苦情、相談等に対す
る処理体制の推進

｢関係団体等と連携しながら適切な対応に努め
ます。｣を｢関係団体と連携しながら~公平 ･信頼
を得るために、行政から独立した第三者による苦
情処理･相談機関を設けます｣の表記にかえる。

今後の参考にさせていただきます。 E

(V 計画の進捗を図るための指標)

25
計画の進捗を図るため
の指標

｢男女共同参画社会｣という用語の認知度のU P
を図るというのは、あまりに悠長ではないのか。
｢研修の実施 (年 0 回)｣、｢市だよりのコラム毎回
掲載｣などを表記してはどうか。

具体的施策につきましては~基本目標 I ｢男女
共同参画づくり【こ向けた意識改革｣の｢施策の
方向｣に掲載しております。目標値を定め用語
の認知度を達成することは、より高い目標と考
えておりますので、ご理解をお願いいたしま
す。

C

(参考資料)

26用語の解説
｢性別による … ｣ ~ もので、個性の伸長をさま
たげる原因となっています。の表記にかえる。

用語解説でもあり~様々な解説があると考えま
すが、このままの掲載にご理解をお願いいたし
ます。

E

(要 望)

27 要 望 推進懇話会委員は、女性が半分以上を占めるよ
うにしてほしい。

南島原市男女共同参画推進懇話会委員は、1
5名を委嘱しており、そのうち女性委員は9名
となっております。

C

28 要 望 推進懇話会委員には、弁護士･裁判官･介護認
定審査委員などの有識者を入れてほしい。

今後の参考にさせていただきます。 E

29 要 望 このような文書になれていないので、分かりにく
いので、項目ごとに整理してほしい。

計画のダイジェスト版を作成いたし、全世帯に
配布を予定しております。ご要望の件は、この
ダイジェスト版においてご理解いただけるもの
と考えております。

E



｢ 南島原市一般廃棄物処理基本計画｣ への意見募集結果

1 . 意見募集期間

平成 2 0 年 2 月 1 日 ~ 平成 2 0 年 2 月 2 9 日

2 . 意見募集状況

1 ) 応募者数 2 件

2 ) 意見件数 6 件

3 . 意見への対応区分 と そ の件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏ま えて素案を補修修正 、 又は追加記載 した も の

B 事業実施にあた っ て考慮すべき 事柄 と して参考 と す る も の

C 既に記載済み ･ 対応済みの も の 1

D 反映が 困難な も の

E 感情 、 感想 、 質問等に対す る 回答を行っ た も の 5

4 . 意見の要旨 と これに対す る 市の考え方

計画 (案) の

当該箇所
意見の要旨 意見に対する 市の考え方

対応

区分

1 意 見

2 意 見

生活排水 ･ 河川汚染 ･ 海域

での水質改善 ･ 浄化での ｢ O

C エナジー ･ エ コ リ セ ッ ト ｣

の活用

家畜排泄物処理に 関 し て既

存処理施設での ｢ O C エナジ

ー ｣ の活用

O C エナジー ･ エ コ リ セ ッ ト

(微生物活性剤拝ま 、 商品名 で

あ り ま すの で本計画に盛 り 込

む こ 割は出来ませんが 、 環境課

で取 り 組む他の事業の参考に

させていただき ます。

家畜排泄物 に 関 し て は産業

廃棄物であ り ますので、 関係課

に情報提供 さ せて いた だ き ま

す。

EE



3 意 見

4 意 見

5 意 見

6 意 見

農地 ･ 干拓地の土壌改善 ･

回復の為の ｢エ コ リ セ ッ ト ｣

の活用

現在 、 南有馬衛生セ ン タ ー

にて加津佐町か ら有家町ま で

の浄化槽の清掃を管理 されて

い ます。 しか し 、 浄化槽清掃

依頼に対 して 、 清掃実施ス ピ

ー ドが 間に合わな く 河川 ･ 海

の 水質汚濁原 因 に な っ て い

る 。

合併浄化槽の設置に対す る

補助金だけでな く 単独浄化槽

か ら合併浄化槽への転換費用

に対 して も補助の対象に して

いただき たい。

水環境に一番いい と されて

い る合併浄化槽設置者が浄化

槽維持費に対 し一番多 く の経

費を強い られてい る 。 よ っ て 、

環境税を導入 し 、 合併浄化槽

設置 ･ 転換の補助金の基金 と

していただき たい。

エ コ リ セ ッ ト は 、 商品名 であ

り ま す の で本計画に盛 り 込む

こ と は出来ませんが 、 環境課が

取 り 込む他事業の 際の参考に

さ せていただき ます。 ま た 、 関

係課 に情報提供 さ せて いた だ

き ます。

ご指摘 さ れた問題について 、

関係各機関 よ り 管 内浄化槽か

ら の河川 、 海を汚染 してい る と

の報告は受けてお り ませんが 、

第 5 章 P 1 8 の 基本方針に あ

り ま す と お り 加津佐地 区か ら

有家地 区の浄化槽清掃業等 に

ついては 、 許可業者 と 直営の共

存を検討する こ と で 、 皆様方の

ご要望に 沿い た い と 考 え て お

り ます。

昨今の厳 し い財政状況で は

あ り ますが 、 財政担当課 と 協議

の う え 、 可能な限 り 取 り 組みた

い と 考えてお り ます。

近年 、 地方において環境税が

導入 されてお り 、 財源使途を環

境対策 に し た 目 的税 と い う こ

と に な っ ています。 市内 には下

水道認可区域があ り 、 許認可区

域内 で は浄化槽設置の補助金

は原則交付で き ないた め 、 調整

には多 く の課題が残 り ます。 環

境税の導入は 、 困難か と 思いま

すが 、 浄化槽設置整備事業補助

金の更 な る 財源の確保 に努め

て ま い り ます。

ECEE



｢南島原市バイ オマス タ ウ ン構想 (素案) ｣ への意見募集結果

1 , 意見募集期間

平成 2 2 年 1 月 1 4 日 (木) ~ 平成 2 2 年 2 月 1 2 日 (金)

2 意見募集状況

1 ) 応募者数 2 件

2 ) 意見件数 1 0 件

3 . 意見への対応区分 と その件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏ま えて素案を補修修正、 又はゑ勘川記載 した も の 4

B 事業実施にあたっ て考慮すべき事柄と して参考 と する も の 4

C 既に記載済み ･ 対応済みの も の 0

D 反映が困難な も の 0

E 感情、 感想、 質問等に対する 回答を行っ た も の 2

4 . 意見の要旨 と これに対する市の考え方

構想 (素案)
の該当箇所

意見の要旨 意見に対する 市の考え方
対応

区分

全体 ○ ｢バイ オマス ｣ と い う 聞 き なれ
ない 白米だが 、 その利活用の内
容は実にすば ら しい こ と だ と 感

じ る 。 地域の雇用創出や地球温
暖化対策に もつなが る ので、 本
構想の実現を望む。

○ 食品の廃棄物や不良な農作物な
どをエネルギーや肥料な どに利
活用する こ と は 、 有効な事業で
あ る 。

0 バイ オマス 関連の工場を建設す
る に 当たっ ては、 市内 に学校跡

地や耕作放棄された農地、 山林
な どがあ る ので、 交通面で不便

な も のの 、 海上輸送な どに よ り
これを克服 し 、 市内での工場建
設の推進を望む。

今後 、 国のバイ オマス ･ ニ ッ ポン総

… … - 局に よ り 公表

される (予定) ｢南島原市バイ オマス
タ ウ ン構想書｣ に基づき 、 バイ オマ

ス利活用の促進に取組みます。

今後、 国のバイ オマス ･ ニ ッ ポン総
ハ隷… … … ^ ‘ ‐ … 税 局に よ り 公表口 … 〉

さ れる (予定) ｢南島原市バイ オマス
タ ウ ン構想書｣ に基づき 、 バイ オマ

ス利活用 の促進に取組みます。

事業展開に当 たっ て 、 考慮 させてい

ただき ます。

EEB
される (予定) ｢南島原
タ ウ ン構想書｣ に基づ

ス利活用の促進に取組

今後、 国のバイ オマス
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6 . バイ オマス 夕

ウ ン形成上の基

本的な構想

( 1 ) 地域のバイ オ

マス赤 - i活用方法

3 ) 主なバイ オ

マス禾IJ活用ブ
ロ ジェ ク ト

②農産物残 さ の
飼料化に よ る

耕畜連携の推
進

○ 発酵処理は、 臭気を持つので慎

重に検討すべき ではないか。

○ ばれい し ょ は、 季節性の農作物
であ り 、 発酵品はす ぐ消費 しな

い と 傷むため 、 発酵処理では年
間を通 した安定供給ができ ない

のではないか。

○ 複数の飼料化プラ ンを検討すべ
き ではないか。

モデル事業、 事業化可能性調査等の

実施段階で検討させていただき ま
す。

6 月 程度の保管が可能であ る と の

情報を得てお り ます。 モデル事業、
肯登れノ

れ . - , . H旧ヒ i ユ祠三等の実施段階で
検証 したい と 考えてお り ます。

湿式処理 ( リ キ ッ ドフ ィ ーディ ン
グ) 、 油温減圧乾燥方式等の技術を
加え 、 複数の技術に よ る飼料化を進

め る よ う 変更 します。

BBA
6 . バイ オマス 夕

ウ ン形成上の基

本的な構想

( 1 ) 地域のバイ オ
マス利活用方法

3 ) 主なバイ オ

マス利活用プ
ロ ジェ ク ト

⑥メ タ ン発酵に

よ る エネルギ

一回収 と 液肥

製造

○ メ タ ン発酵に よ る発電は効率が

悪 く 、 メ ンテナ ンス経費が高い
と 聞 く が 、 ボイ ラ ーや焼却場の
補助燃料利用 も検討すべき では
ないか。

○ 選果落ち 、 規格外は 、 飼料化す
べき ではないか。

0 一般家庭か ら の生 ゴ ミ を どの様

に収集する のか。

○ 液肥 と たい肥の両方を検討すべ

き ではないか。

｢ メ タ ン発酵に よ る エネルギー回

収 と 液肥製造｣ の制活用プロ ジェ ク

ト においては、 ｢家畜排せつ物｣ 、 ｢食
品廃棄物｣ 、 ｢ し尿汚泥｣ 及び ｢農作
物残 さ ｣ を利活用の対象バイ オマス

と して想定 してお り ま したが 、 ｢家
畜排せつ物｣ は ｢たい肥化｣ 、 ｢液肥

化｣ し 、 ｢ し尿汚泥｣ は ｢肥料化｣ 、
｢ 土木 ･ 建設資材化｣ し 、 ｢農作物
残 さ ｣ は ｢飼料化｣ して利活用する

こ と と し 、 ま た 、 ｢食品廃棄物｣ は 、
将来的な利活用 に備えて 、 その方法

の検討を進め る よ う 変更 します。

｢農作物残 さ ｣ は 、 ｢飼料化｣ する

こ と に変更 します。

｢食品廃棄物｣ は 、 将来的な利活用

に備えて 、 その方法の検討を進め る
よ う 変更 し 、 こ の段階において検討
を進めていき たい と 考えてお り ま

す。

｢ メ タ ン発酵に よ るエネルギー回

収 と 液肥製造｣ の利活用プロ ジェ ク

ト においては、 ｢家畜排せつ物｣ 、 ｢食
品廃棄物｣ 、 ｢ し尿汚泥｣ 及び ｢農作

物残 さ ｣ を利活用の対象バイ オマス

と して想定 してお り ま したが 、 ｢家
畜排せつ物｣ は ｢たい肥化｣ 、 ｢液肥

化｣ し 、 ｢ し尿汚泥｣ は ｢肥料化｣ 、
｢ 土木 ･ 建設資材化｣ し 、 ｢農作物

残 さ ｣ は ｢飼料化｣ して利活用する
こ と と し 、 ま た 、 ｢食品廃棄物｣ は 、
将来的な和活用 に備えてその方法

の検討を進め る よ う 変更 します。

AABA



｢南島原市次世代育成支援地域行動計画 (後期計画) 【原案 】 ｣ への意見募集結果

1 . 意見募集期間

平成 2 2 年 2 月 1 0 日 (水) ~ 平成 2 2 年 2 月 2 6 日 (金 )

2 意見募集状況

1 ) 応募者数 7 件

2 ) 意見件数 1 1 件

3 . 意見への対応区分 と そ の件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏ま えて素案を補修修正、 又は追加記載 した も の

B 事業実施にあた っ て考慮すべき事柄 と し て参考 と す る も の

C 既に記載済み ･ 対応済みの も の 2

D 反映が困難な も の 1

団 感情 、 感想、 質問等に対す る 回答 を行っ た も の 8

4 意見の要 旨 と こ れに対する市の考え方

(別添)



4 意見の要旨とこれに対する市の考え方 (次世代育成支援 )

N O 計画 (案 ) の該 当箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応

区分

(第 2章 子どもと子育て家庭を取 り巻く現状 )

-

2 . 就労環境
育児休業を利用 していない人の割合が高いと思うが 、
利用率が低調な理由を知るべきではないか 。

次世代育成支援地域行動計画 (案 ) ｢第3章 基本 目
標3 3 . 子育てと仕事の両立ができる社会環境を整備

するために ｣ にも関連の記載があり ますが 、 育児休業を

利用できる にもかかわらず取得しなかった理 由 と して

は 、 職場の状況や環境又は 、 個 人の家庭の事情による
ものと推測されます 。
今後も子育てしやすい環境を確保するため 、 制度の普
及啓発に努めてまい り ます 。

E

2
3 . 子育て支援サービス

等の現状
民間運営の放課後児童クラブは 多数あるが 、 市が運
営しているものがないのは何故なのか 。

合併前においても 、 公立の児童クラブは運営されてお

り ませんでした 。

市においても 、 平成 1 9年3 月 に策定 した 、 行政改革大
綱及び集中改革プランの ｢民間でできることは民間で｣ と
いう民間活力導入の理念のもと民間での運営をお願い
いた してお ります 。

E

3
3 子育て支援サービス

等の現状

民間のクラブは利用料が高額で保護者の負担も大き
いため 、 長期休暇期間だけでも安くて気軽に利用できる
児童クラブがあってもよいのではないか 。

今後も引き続き 、 行政改革大綱及び集中改革プランの

｢民間でできることは民間で ｣ という民間活力導入の理念
のもと民間での運営をお願いしてまい ります 。

D

( 第3章 基本 目 標 1 子どもが心豊かにたくま しく育つこ とができるまちづく り )

4
7 . 障害児に対する支援

充実のために

自 分の子どもを陣がい児と認識していない保護者の

子どもへのケアやフオ ローの体制はどうなっているの
か o

また 、 保育所等から依頼があった場合 、 専門家などが
訪問するこ とがあるのか 。

特性のある子どもについては 、 保護者の気持ち に寄
り 添いながら 、 子育ての困 り 感や子どもの気になる行動
に対し 、 子育ての支援と して臨床心理士等の専門家に

よる相談や専門機関の紹介を行ってお り ます 。
また 、 お遊び教室やペア レン ト ト レーニング等を通じ
て 、 子どもへの対応や子どもの特性の理解へ結びつ く よ
う努めてお ります 。
なお 、 保育所等から相談があった場合は 、 保健師等が
訪問 し 、 関係機関と連携しながら対応を行ってお ります 。

E



4 意見の要旨とこれに対する市の考え方 (次世代育成支援 )

N O 計画 (案 ) の該当箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応

区分

5
7 . 瞳がい児に対する支援
充実のために

瞳がい児を受け入れる施設を増やすこ とがよいのか 、
現状の施設をよ り 充実させることがよいのか検討する
必要はないのか 。

次世代育成支援地域行動計画 (案 ) ｢第3章 基本 目
標 1 7 . 障害児に対する支援充実のために ｣ において 、
評価指標と 目 標値を記載してお りますが 、 ここにおいて
は 、 保育所等の職員の資質向上などによ り 、 陣がい児を
受 け入れるこ とが可能となる保育所等を増やすとする 目
標値を記載してお り ます 。
今後も 、 陣がい児やその保護者が安心して利用 できる
ような体制の整備を推進してまい ります 。

E

( 第 3章 基本 目 標2 保護者が安心と希望を持って子育てできるまちづく り )

6
5 . 子育て等に伴う経済

的負担軽減のために

子育て用品を リ サイクルすることはよい取 り 組みであ
るので 、 多 くの市民が活用できるよう周 知 してもらいた
い o

次世代育成支援地域行動計画 (案 ) ｢第3章 基本 目

標2 5 . 子育て等に伴う経済的負担軽減のために ｣ に
記載しているとお り 、 子育て用 品の リ サイクルの情報に
ついて 、 市のホームページや広報誌等を活用 し 、 周 知を
図 りたいと考えてお ります 。

C

(第4章 計画の実現のために )

7
1 . 子育ての社会化に 向

けた気運の醸成
計画の策定だけで満足せずに 、 実現するため に労 力
を費やして ほしい 。

次世代育成支援後期地域行動計画 (案 ) ｢第4章 計
画の実現のために引こ記載しているとお り 、 計画の策定
だけにとどまらず 、 関係機関などと連携して 、 計画の着
実な推進を 図 り たいと考えてお ります 。

C

( その他ご意見 )

8 意見
今後は 、 問題点を絞 り 、 その項 目 への取 り 組みを重点
的に実施することが必要ではないか 。 あれもこれも行お
う とすると 、 結果的に何もできなくなるのではないか 。

次世代育成支援後期地域行動計画 (案 ) ｢第4章 計
画の実現のために ｣ の 中 で 、 計画の推進については 、 市
次世代育成支援対策地域協議会において 、 毎年度 、 進
捗状況の把握、 点検及び評価を行う としてお り ます 。 協
議会での検討の際には 、 取 り 組みの参考とさせていただ

きます 。

E

9 意見
少子化に関する行政の具体策もきちんと伝えないと 、

この計画を見ただけでは 、 どんなことを しているのか分
らない o

行政の取 り組みや具体策については 、 ホームページ
や広報誌等を通じて周知を図 りたいと考えてお ります 。

E



4 . 意見の要旨とこれに対する市の考え方 (次世代育成支援 )

N O 計画 (案 ) の該当箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応

区分

1 0 意見
項 目 が多すぎて内容が広すぎる 。 また 、 全体を読ん
でも何が言いたいのか分かり 【 こ くかった 。

計画のダイジェス ト版を作成し 、 機会あるごとに周知を
図 りたいと考えてお ります 。

E

= 意見
理想的な子どもの像しか見えず 、 現実的ではないの
ではないか 。

子どもの現状等については 、 昨年度のアンケ Hこ よ

り 大まかな状況を把握をさせていただきました 。 その結

果をもとに 、 基本理念や基本 目 標を設定いたしたところ

です 。

E



  

「南島原市景観計画（案）及び、南島原市景観条例(案)」(第 2回) 

への意見募集結果 

 

 

１．意見募集期間 

 

  平成 22年 4月 7日(水)  ～ 平成 22年 5月 7日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 １件 

  ２）意見件数 ４件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの １ 

C 既に記載済み・対応済みのもの ２ 

D 反映が困難なもの １ 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの  

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

  （別添） 



  

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

Ｎｏ 計画（案）の該当箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 
対応 

区分 

１ 

送電線鉄塔について、従前と同等の高さや形

態意匠による建て替えは、届出対象外として

いただきたい。 

・届出対象行為は、景観に大きな影響を及ぼす

大規模な建築物または工作物等を定めてお

り、建て替えの対象となる鉄塔の高さが 15ｍ

を超える場合は、届出を行っていただく必要

があります。 

Ｄ 

２ 

送電線鉄塔に関する公衆事故防止のための

標識設置、電気事故防止のための営巣防止設

置等の外観の大きな変更とならない軽微な

工事及び木竹の伐採は、届出対象行為に該当

しないと判断してよいか。 

・標識については、高さ 15ｍを超えないものは

届出の必要はありません。 

・軽微な工事など、通常望見できる外観の２分

の１を超えない外観の変更は、届出の必要は

ありません。 

・送電線鉄塔等の保守等に必要な木竹の伐採は、

届出対象行為の適用除外に該当するものと

し、届出の必要はありません。（景観法施行令

第八条第二号ホ「測量、実地調査又は施設の

保守の支障となる木竹の伐採」） 

Ｃ 

３ 

南島原市景観計画（案） 

第３章 良好な景観の形成の

ための行為の制限に

関する事項 

１．届出対象行為 

送電線鉄塔の従前と同等色での防錆塗装の

塗り替えを行う場合は、届出行為に該当しな

いと判断してよいか。 

・当該鉄塔が 15ｍを超え、かつ、塗り替えを行

う部分の面積が、通常望見できる外観の２分

の１を超える場合は、届出を行っていただく

必要があります。 

Ｃ 

４ 

南島原市景観計画（案） 

第３章 良好な景観の形成の

ための行為の制限に

関する事項 

３．届出行為に係る基準 

送電線等の建設については、用地交渉状況、

電気設備の技術基準の法令等によりルート

や高さ等が限定されるので、ルート選定、高

さなど配慮していただきたい。 

・送電線等の建設に当たっては、届出行為に係

る基準に配慮していただきたいと考えており

ますが、これらの施設は市民の日常生活等に

不可欠なものであり、また、各種基準、法令

等の遵守が必要なことから、届出手続き等の

中で、個別に協議をさせていただきたいと考

えております。 

Ｂ 

 



  

「南島原市空き家等の適正管理に関する条例（案）」への意見募集結果 
 
１．意見募集期間 
 
  平成２５年１月１１日(金)  ～ 平成２５年２月９日（土） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数 ３件 
  ２）意見件数 ３件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの １ 

C 既に記載済み・対応済みのもの １ 

D 反映が困難なもの １ 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの  
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 
計画（案）の

当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応

区分 
第 6 条 
 

隣接する空き家について、数回

行政に訴えてきましたが、｢個人の

財産に関係することなので、行政

は立ち入れない｣と回答されまし

た。 
しかし、庭に布団や冷蔵庫は放

置され、草花のツルは道路まで伸

び放題。（スクールゾーンでもある

し、交通量も多い） 
近くに住んでいる私は「白アリ

対策」もしなければなりません。 
行政で強制的に撤去できるよう

な措置を取り、かつ関係者からそ

の費用を取れるような条例にして

欲しい。 

現行では、個人の財産等に対して行政

は立ち入れない状況であるため、所有者

等に対して、安全対策の措置のお願いを

しています。 
 
本条例は、空き家等の適正な管理を求

めるための助言、指導、勧告及び命令を

規定し、さらに命令に従わない場合は、

所有者等の氏名や所在を公表すること

で、所有者等の管理責任を強く促してい

こうとするものであります。 
ご提案の行政で強制的に撤去（行政代

執行）については、慎重な対応が必要で

あり、本条例中に規定することは考えて

おりません。 

D 



  

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方 

対応

区分 
追加（条文） 該当する建物及び土地を市に譲

渡(寄付)する場合は、その後は市

が管理する。 

その土地の有効利用や維持管理等の方

策も含め、今後の研究課題といたします。 
Ｂ 

意見 市内の不動産会社の活用で事前

に下記について仲介してもらい推

進する。加えて移住促進策の一環

に置く。 
 
・空き家の貸出 
・売却 

現在南島原市では、田舎暮らし推進事

業として、空き家情報の収集や移住希望

者への情報提供などを行っています。 

C 

 



「南島原市再生可能エネルギー利活用ビジョン（素案）」への意見募集結果

１．意見募集期間

平成２５年２月５日(火) ～ 平成２５年３月５日（火）

２．意見募集状況

１）応募者数 ３件

２）意見件数 ４件

３．意見への対応区分とその件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの ４

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ０

C 既に記載済み・対応済みのもの ０

D 反映が困難なもの ０

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの ０

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方

計画（案）の

当該箇所
意見の要旨 意見に対する市の考え方

対応

区分

素案

(P53～P54)

第４章

4-2 バイオマ

スエネル ギ

ー導入モ デ

ルプロジ ェ

クト

特別臭いがきついだけの

鶏ふんだと思っていました

が、思いの外、発電量があり、

驚きました。是非、実現して

いただきたいと思います。

実現性を高めるため、九州内の

先進施設の調査を行い、施設規模

等について精査し、第４章の鶏ふ

ん発電プロジェクトの【導入効果

等】を改めました。

今後、具体的な事業化の検討を

実施していきたいと考えます。

Ａ



計画（案）の

当該箇所
意見の要旨 意見に対する市の考え方

対応

区分

素案

(P47～P48)

第４章

4-1 太陽光発

電導入モ デ

ルプロジ ェ

クト

(2)メガソー

ラー導入 プ

ロ弱と

旧布津町へリポート跡地

にメガソーラーを設置する

場合、鉄塔の新設が必要とな

ると思われるため、モデル事

業にそのことを反映させて

もらいたい。

ご指摘のとおり、素案に示した

7.6 メガワット相当の大規模なメ

ガソーラーの場合、電圧 7,000 ﾎﾞﾙ

ﾄを超える特別高圧の区分となり、

配電塔などの整備が必要となる場

合があります。

また、当該地域の土地利用条件

なども考慮して、旧布津町へリポ

ート跡地に限定しないかたちで、

整備や維持管理が比較的に容易な

１メガワット級のメガソーラーの

導入モデルに修正しました。

Ａ

素案

(P43～P58)

第４章

雇用創出の面も重要と考

えることから、モデル事業を

実施した場合の雇用効果等

を示してもらいたい。

各モデル事業を実施した場合の

経済波及効果を試算し、生産誘発

額と併せて、就業者誘発数を雇用

効果を、「再生可能エネルギー導入

モデルによる経済波及効果等試

算」として、参考資料２に掲載し

ました。

Ａ

－ ごみ発電についても記載

してもらいたい。

第３章の「再生可能エネルギー

の賦存量の算定」の３－８．その

他のエネルギー（３）において、

ごみ発電の期待可採量を算定し、

その概要を追記しました。

その算定の結果と、現在稼動し

ている施設の整備費等から、モデ

ル事業の検討を行いました。

その結果、エネルギーの創出と

いう視点からは、今後の課題とし

て整理することの結論に至り、第

４章の４－４今後の検討課題等の

（４）にその内容を追記しました。

Ａ



  

「南島原市子ども・子育て支援事業計画（素案）」への意見募集結果 
 
１．意見募集期間 
 
  平成２７年２月２日(月)  ～ 平成２７年３月４日（水） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数 １件 
  ２）意見件数 １件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの  

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの １ 
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 
計画（案）の

当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応

区分 
その他 保育所入所のしおりでは、 

保育を利用できる期間とし

て、「育児休業」は、「満 1 歳

になる日の月末」までと定め

られている。 
１年以上の育児休業が取

得できて、保育園にあずけず

に、できるだけ長く家で子ど

もの世話をしたいと思う母

親にとって、なぜこのような

規定があるのか疑問に思う。 
育児休業中であれば、１歳

までという制限を無くし、保

育所への入所を認めて欲し

い。 

南島原市では、保育を利用でき

る期間として、「育児休業において

は、満 1 歳になる日の月末まで」

としております。 
これは、市内の子育て中の保護

者において、育児休業の取得期間

が 1 年未満であることが大半を占

めていたこと、及び県下の他市に

おいても、同様の取扱としている

市があることからこのように取り

決めております。 
今後は、育児休業取得期間が 1

年以上となる方も増加しているこ

とから、再度、近隣市等の状況を

見ながら、その取扱について検討

してまいります。 
しかし、未だに育児休業の取得

E 



  

が一部の事業所に限られることな

どから、取得したくても育児休業

が取得できない方も多く存在する

など、入所に関して公平な状況を

保つためにも、これらを総合的に

勘案しながら検討してまいりたい

と考えております。 

 



  

「南島原市障害者計画及び障害福祉計画（素案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

 

  平成２７年２月９日(月)  ～ 平成２７年２月２７日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 １件 

  ２）意見件数 ５件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの １ 

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの ４ 



  

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

 

計画（案）の当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 
対応

区分 

全体 

 

 

計画の実施の具体的な表記がない。「いつ、どのよ

うな形で」を出してください。 

 

今回の計画は、障がい者施策に関する基本的な事項を定

める中長期的な計画である「障害者計画」と、その「障害

者計画」の中の「生活支援」、「雇用・就業」に係る施策の

実施計画にあたる３ヶ年の短期計画である「障害福祉計画」

の２本建てとなっています。 

両計画は、平成 27 年度から実施となりますが、計画の実

施については、第４章障がい福祉サービス等の事業量の見

込みで記載しているとおり、平成 29年度の目標値を設定し、

施設から地域へ、そして就労へ繋がるような支援を実施す

るために、各種福祉サービス事業や地域生活支援事業を計

画的に実施する内容となっています。 

 

E 

全体 

 

 

 

計画策定委員会は、いつ、どこで行われたのですか。

当事者の参加は当然の事と思いますが、団体だけで

なく、もっと広く参加を呼びかけてください。 

 

今回の計画は、障害者基本法と障害者総合支援法に基づ

き作成される計画でありますが、策定にあたっては、「南島

原市障害者計画等策定委員会設置要綱」に基づき、障がい

に関わる障害者団体、保健医療関係者、社会福祉施設関係

者、学識経験者、関係行政機関の職員など 10 名の委員を選

任し、南島原市役所有家庁舎に於いて、平成 26 年 11 月 27

日に第１回目の会議を開催し、平成 27 年１月 27 日に第２

回目の会議を開催しています。 

 委員各位には、各分野を代表してそれぞれの立場から意

見を頂き、その内容を基に、計画（素案）の追加・修正を

行っています。 

 各団体、組織からの代表者で委員会を構成する仕組みと

なっているため、当事者の一般参加は予定していませんで

したが、今後の検討課題として協議させていただきます。 

 

E 



  

１生活支援（P21） 

(1)利用者本位の生活支援体

制の整備 

 

 

８差別の解消及び権利擁護

の推進(P60) 

(1)障がいを理由とする差別

解消の推進 

(ｷ)障がい者差別解消法への

対応 

地域相談員について、個人電話で受けるのは、限界

があります。相談を受ける体制をきちんと確保して

ください。 

 

地域相談員に関しては、長崎県が平成 26 年４月１日に施

行した「障害のある人もない人も共に生きる平和な長崎県

づくり条例」に明記されており、市が委託している身体障

害者相談員、知的障害者相談員及び精神障害者相談員に委

託できることになっています。 

 県が委託する地域相談員は、障がいのある人に対する差

別に関する相談業務、また、市が委託する各障害者相談員

は、地域生活を送る上での悩み事や困り事に関する相談業

務であり、それぞれ関係機関と連携を図っていますが、ど

ちらの相談員も個人委託であるため、対応には限界がある

と思います。県と協議し、どのような対策が講じられるか

検討いたします。 

 

E 

５生活環境(P46) 

(1)バリアフリー化 

 

 

公共施設だけでなく、民間の店舗等のバリアフリー

化を勧めてください。飲食店等に車イスが入れず、

人づきあいに障りが生じています。 

 

バリアフリー新法では、交通機関や道路、一定規模の建

築物、公園などの公共施設については、バリアフリー化へ

の適合が義務付けられていますが、小規模の民間店舗など

に関しては、対象外であります。 

間口を広げたり、段差を無くすなどの行為に関しては、

経費が伴うことになりますが、市の支援が出来ない状況で

は、バリアフリー化を依頼することに止まるものと考えま

す。 

 

E 

５生活環境から８差別の解

消及び権利擁護の推進 

(P46～P61) 

 

この項目は、障害者が町づくりに参加できる大切な

箇所です。計画の推進の際には多くの当事者を中心

においてください。 

 

障がいをお持ちの方々が社会生活を営む上で、物理的、

社会的及び心理的な障壁をなくし、共生できる環境を整備

するために、トイレ等の施設改修、手話通訳の充実、難聴

者への災害情報 FAX 通報、障がい者との交流事業など、各

種事業を実施しています。 

計画に基づく事業の実施に関しては、障がい者にとって、

必要なサービスを必要な分だけ利用できるように周知を図

ります。 

 

B 

 



  

「南島原市高齢者福祉計画（案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

 

  平成２７年２月９日(月)  ～ 平成２７年２月２７日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 ０件 

  ２）意見件数 ２件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ２ 

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの  

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

 

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方（案） 

対応

区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オアシスセンターの部屋使

用無料化の要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原城オアシスセンターは、市教

育委員会が社会教育施設として管

理する施設であり、その使用料に

関することを高齢者福祉計画に記

載することは、適当でないと考え

ます。 

ただし、この施設が現に介護予

防事業等の実施場所として利用さ

れていることを踏まえ、今後の事

業の実施に当たって所管部局の教

育委員会と使用料について協議し

ます。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

Ｐ２２ 

第６期介護

保険事業計

画について 

 

地域密着型サービスの整備

について、小学校統廃合後に

空くこととなる学校敷地の

活用の要望。 

 

小学校の統廃合に伴う学校跡地

の利活用方法については、可能な

限り有効活用を前提とし、地元の

意向を踏まえつつ、市の学校施設

跡地利活用検討委員会で協議する

こととしており、また、地域密着

型サービス事業者の公募段階での

選定基準等の諸要件は、島原地域

広域市町村圏組合の地域密着型サ

ービス運営委員会で決定すること

とされております。従って、学校

跡地の利活用方法を高齢者福祉計

画において規定することは、これ

らの委員会での協議に影響を与え

かねないことから、適当でないと

考えます。 

ただし、学校跡地の利活用の一

つとして、地域密着型サービス事

業所等の福祉施設の整備も考えら

れることから、今後の事業の実施

に当たって考慮いたします。 

 

 

Ｂ 

 



  

「南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略計画（案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

 

  平成２７年９月１５日(火)  ～ 平成２７年１０月１４日（水） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 １件 

  ２）意見件数 １件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの １ 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの  

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの  

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

 

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方 

対応

区分 

５０頁、５８

頁 

 

今、必要なのは、時代を越え

て頑張っている地元企業に

若者の若者に就労しようと

する気持ちを後押しする事

ではないか。地元企業への就

職を促すため、企業紹介の場

面や、就労者の支度金、就労

祝い金等を支給してはどう

か。地元企業も人手不足が解

消され、企業活動が活発にな

り、利益を計上でき、結果的

に、地元に税金として還元で

きる。そして人口が少しでも

上向けば地域活性化にもな

る。 

 

現在、市では、地元への新規就

職者に対する新規就業者激励会を

実施しているところです。 

今後、特に高校等卒業後の新卒

者の市外・県外への流出を防ぎ、

かつ、地元企業の活性化のために、

新卒者の就職支援対策を強化して

いく必要があると考えておりま

す。 

総合戦略につきましても、当該

関連施策の推進を図る旨の記載を

追記いたします。 

Ａ 

 



  

「第１０次南島原市交通安全計画（素案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

 

  平成２９年１月４日(水)  ～ 平成２９年２月３日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 ３件 

  ２）意見件数 ７件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの ３ 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ０ 

C 既に記載済み・対応済みのもの ３ 

D 反映が困難なもの １ 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの ０ 

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

 

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方 

対応

区分 

P15 ケ 

 

 

 

 

P14 カ 

 

 

 

P16（1） 

 

 

 

P14 エ 

 

 

 

高齢者に対して免許証返納

を促す家族会議を各家庭で

行うよう指導・PR してはど

うか。 

 

婦人の方の見切り発車が多

く、市広報紙でも注意喚起し

てほしい。 

 

早朝や夕方薄暗いとき、ライ

トを点けていない車が非常

に多いので、啓発運動を。 

 

夜間の歩行者の反射ワッペ

ン・ベルトの装着義務付けを

条例とする。 

 

高齢者等に関する交通事故が増加

している状況を考慮し、運転免許

証の自主返納をしやすい環境を整

備する。を追加 

 

効果的な広報の実施に「市の広報

紙」を追加 

 

 

早朝、夕暮れ時などの早めの前照

灯点灯の徹底 を追加 

 

 

記載あり。条例として義務付ける

のは難しい。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

C 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

P7 ウ及び 

P8（3） 

 

 

 

P6 

「どこでも横断」を可能にす

ることを市の条例とする。 

 

 

 

 

障害者（杖歩行者・車いす・

シルバーカー・ベビーカーを

含む）の通行安全のための道

路整備を図る。 

 

自転車利用者の交通ルール

指導を。 

歩行者の横断については、道路交

通法第 12条 1項「横断の方法」及

び第 13条「横断の禁止の場所」に

規定されるため、条例にはできな

い。 

 

P7 ウ・P8（3）に記載あり。 

 

 

 

 

P6 に記載あり。 

D 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

C 

 



  

「南島原市公共施設等総合管理計画（素案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

  平成２９年２月９日(木)  ～ 平成２９年３月１０日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 １件 

  ２）意見件数 １件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの １ 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの  

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの  

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

 

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方 

対応

区分 

４ .公共施設

等の維持管

理方針 

（２）維持管

理・修繕・更

新等の実施

方針 

 

施設の更新、改修時には、５

年、１０年先を見越したバリ

アフリー対策をお願いした

い。 

意見を参考に、計画案の実施方

針部分へ、反映させる。 

 

「更新等機会を捉えながら、バリ

アフリー対応等の質的な向上や、

現在求められる機能への変更及び

用途変更等を図る。」 

A 

 



南島原市自転車活用推進計画（案）に対する意見募集結果

１．意見募集期間

令和元年 10 月１日（火） ～ 令和元年 10月 31 日（木）

２．意見等提出状況

応募者数 4 名

意見等件数 15 件

３．意見への対応区分とその件数

対応区分 内容 件数

Ａ 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの 1

Ｂ 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの 3

Ｃ 既に記載済み・対応済のもの 9

Ｄ 反映が困難なもの 0

Ｅ 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの 2

４．意見等の要旨とこれに対する市の考え方

NO
該当
箇所

意見の要旨 意見に対する市の考え方
対応
区分

1 P37、
P46

サイクリングロード利用者の予想される
年齢層を考慮したとき、やはりその対象
者は若年層に限られると思われます。住
民の高齢化は全国的に起こっているわけ
ですが、南島原市の将来の高齢化率を見
越したときに、果たしてサイクリングロ
ードのみにした場合、市民の健康にどれ
だけ貢献出来るでしょう。特定の限られ
た自転車愛好家のみを対象とした健康づ
くりのみならず、スペースに余裕がある
場所によっては、軌道の片側に遊歩道或
いはジョギングコースを併設するのはい
かがでしょうか。

鉄道跡地は自転車歩行者専
用道路として整備するため、
自転車のみならず歩行者も
利用することができます。し
たがって、ウォーキングやジ
ョギングのコースとして日
常的に利用することは可能
です。

C

2 P37、
P46

南島原市を含めた島原半島に自転車道
を、ゆっくりでいいので、快適に欧米の自
転車道等を参考にしながら、整備してく
ださい。

鉄道跡地は自転車歩行者専
用道路として整備する方針
です。今後、関係法令を遵守
し、またご意見にもあるよう
な事例等も参照しながら、関
係機関と協議の上、整備を進
めていきます。

C

3 P41 いい評判を作るためには、道路の管理を
まめに行うことが必要ですが、いっそ小
さな自転車ロードレースを行い、住民は
応援して大会の前にはボランティアで掃
除をする、でも楽しそうでいいかもしれ

自転車歩行者専用道路の利
用者へのおもてなしのため、
地域や団体、企業など市民総
出で清掃や美化、景観演出等
の環境美化活動を推進して

C



ません。 いきます。
4 P41 「施策３自転車の安全利用及び自転車を

活用した健康づくりの推進」を達成する
ためには、「自転車保有率 100％」を目指
す取り組みも重要と思います。よって、
「自転車購入の助成の検討」を掲げるの
はどうでしょうか。また、保有までしなく
ても自転車に乗りたい人のために、合わ
せて「自転車を活用した健康増進の推進」
の目的達成のためにも、来訪者視点では
なく市民視点でのレンタサイクルの検討
を重要視すべきと思います。

本市の自転車の保有・利用の
低い現状を考慮すると、自転
車購入への助成や市民の利
用しやすいレンタサイクル
等の施策は自転車活用を推
進する上で期待されるもの
と考えます。今後、ご意見も
踏まえ施策としての有効性
を検証、検討していきます。

B

5 P42、
P44

島原湾の景色の良い海岸線に沿ってのサ
イクリングロードの整備は、市民の皆さ
んの健康づくりに寄与すると思われるの
で、大いに賛成します。市民の皆さんが、
健康づくり或いは通勤などにも利用でき
るように、何時でも、何処からでも利用で
きるようにして頂きたい。少なくとも旧
駅舎やホームの跡地にはサイクリングロ
ードへの侵入口を設置されるのが望まし
いと思います。

現在推進している健康ポイ
ントづくり事業等の既存事
業なども活用し、自転車を活
用した健康増進・交流の取組
みを推進・支援していきま
す。旧駅舎やホーム等の鉄道
遺産についても休憩・交流の
場等として活用、整備し、ま
た駐輪スペースやサイクル
ラックを整備することを検
討していきます。

C

6 P43 口コミも今はソーシャルネットワークの
発達で、インフォメーションの大きな役
割を担っています。道路沿いにちょっと
いい感じのカフェとか憩いのスペースと
かあれば、尚いいです。

自転車関連ホームページ、フ
ェイスブックやインスタグ
ラム等を整備し、自転車に関
連するニュースやトピック
ス、地域の魅力等を発信する
などプロモーションを実施
していく予定です。

C

7 P43 全国の自転車愛好家の方たちにレースに
参加して貰うためには広報活動が欠かせ
ません。

自転車関連ホームページ、フ
ェイスブックやインスタグ
ラム等を整備し、自転車に関
連するニュースやトピック
ス、地域の魅力等を発信する
などプロモーションを実施
していく予定です。

C

8 P44 「施策５来訪者の受け入れ体制の構築推
進と地域活性化」に島原市の文言はあり
ますが、「鬼池港」の文言が無いのが物足
りなさを感じます。施策には長期的施策
と短期的施策がありますが、「鬼池港との
連携」は重要かつ短期的施策だと思いま
す。

ご意見を踏まえ、「（略）市内
外のレンタサイクルの相互
利用が可能なサービスを提
供するため、島原市や天草市
などの隣接市や事業者等と
検討を進めます。」に修正い
たします。

A

9 P45 島原鉄道線跡を中心とした自転車道路を
作ることはいいと思います。ちょっとお
出かけして、頑張って半島一周してみよ
う！と人が来ることから始まるのではな
いでしょうか。自転車に乗っている人は
活発で人生を楽しむことに積極的だと思
います。

島原半島一周はもとより、天
草地方や阿蘇地方等のサイ
クリングコースとの連携も
考慮し、島原鉄道跡地の自転
車歩行者専用道路の整備と
広域的な自転車観光ルート
の形成に向けた取り組みを
進めていきます。

C

10 P44、
P45

小さな自転車ロードレース大会は、小学
生から参加可能みたいな感じですると応
援する人は自分の親戚ではなくても、微
笑ましくなるのではないでしょうか。大
会がある程度続いてきて、大会スタッフ

官民連携による地域の個性
を活かしたスロー・サイクル
イベント、世界遺産やジオパ
ーク等の共通のテーマをも
つ自治体と連携した広域サ

C



のノウハウが蓄積されてきたら、今度は
大会を少しグレードアップするとかもい
いですね。自転車だとマラソン大会より、
広い範囲を見られて、市ののんびりとし
た雰囲気をより味わってもらえると思い
ます。

イクリングツアー、船旅を組
み込んだサイクルイベント
などの実施について、今後、
ご意見も踏まえ具体的な検
討を進めていきます。

11 P44、
P45

① 春 ： Bay-City Cycling Festa in
Minamishimabara（案）：暖かい春の陽気に
誘われて野の花も咲き誇る季節、島原湾
の絶景を眺めながらの散策を兼ねたサイ
クリングをお祭りとして、例えば、「がま
だすドーム「有家マリンパーク」、「原城
跡」を起点とした、「サイクリングフェス
タ」を開催することを提案します。ⅰ）そ
れぞれ 3 ヶ所の起点場所なら何処から
でも参加出来る。ⅱ）出店を誘致する。ⅲ）
スタンプラリーを設定する（スタートは
何処からでも良し！とする。例えば、「が
まだすドーム」⇒「有家マリンパーク」⇒
「原城跡」⇒「有家マリンパーク」⇒「が
まだすドーム」、又は、「有家マリンパー
ク」⇒「がまだすドーム」⇒「有家マリン
パーク」⇒「原城跡」⇒「有家マリンパー
ク」など、出発地から後の 2 カ所を回っ
て戻って来たら【5 点】とし、賞品を提供
する。
②秋：Sky-Hi Rocket Climb Race in
Southern-Shimabara（案）：全国の本格的
な自転車愛好家の皆さんに呼び掛け、有
家マリンパーク或いは旧有家駅周辺を出
発点とし、海抜ゼロメートル地帯から青
空と大海原が拡がる俵石展望所まで、一
気に駆け上がる過酷極まりない自転車レ
ースを提案します。全国から参加して頂
くことで、南島原市の知名度アップは勿
論、観光や宿泊施設などへの多大な経済
効果が見込まれます。ⅰ）集合場所、休憩
所、準備運動などは有家マリンパークと
し、出発地店は交通事情を勘案し、別途定
めることにする。ⅱ）俵石展望所までは、
平坦路が 1 カ所も無い、県道１３２号線
の急な坂道をひたすら漕ぎ続けなければ
なりません。けれども、ゴールには休憩所
が設けられ、飲み物、団子汁などで選手の
皆さんをもてなすことが出来たら、とて
も喜ばれるでしょう。また、そこからの眺
望も選手の皆さんの疲れを癒してくれる
に違いありません。ⅲ）長くて急な上り坂
ではありますが、俵石展望所までの途中、
住宅地や耕作地が広がる両サイドには
様々に工夫をこらした石垣がたくさんあ
るのに気が付きます。この石垣周辺を清
掃・整備することで、新たな観光資源とし
て活用出来ると思います。ⅳ）ゴール地点
で解散することになりますが、選手の皆
さんが雲仙に回ったり島原方面に向かわ
れたりしても、下り坂を走りながら目に
する、広い空と海の青さ、対岸に見える熊

官民連携による地域の個性
を活かしたスロー・サイクル
イベント、世界遺産やジオパ
ーク等の共通のテーマをも
つ自治体と連携した広域サ
イクリングツアー、船旅を組
み込んだサイクルイベント
などの実施について、今後、
ご意見も踏まえ具体的な検
討を進めていきます。

B



本、宇土、天草の雄大な景観に、島原湾の
美しさを再認識されるに違いありませ
ん。

12 P44、
P45

全国の自転車愛好家の方たちを対象とし
たレースの運営費を賄うためには、ある
程度高い参加費用を負担して頂く事にな
ります。上位入賞者への賞品は当然です
が、参加賞として参加者全員に地元の農
産品を差し上げれば、地域振興にも効果
が見込まれます。

官民連携による地域の個性
を活かしたスロー・サイクル
イベント、世界遺産やジオパ
ーク等の共通のテーマをも
つ自治体と連携した広域サ
イクリングツアー、船旅を組
み込んだサイクルイベント
などの実施について、今後、
ご意見も踏まえ具体的な検
討を進めていきます。

B

13 P44、
P45

自転車道が整備されたあかつきには、自
転車レースを開通記念として、行います。
島原半島だけで行うものと、九州一周を
一週間ほどかけて行うものと規模を変え
て行います。ツール・ド・フランスが目標
です。そして現在アウトドア会社のモン
ベルが行っているシートゥーサミットと
言うレースがあります。これは海をカヤ
ックで渡り、自転車で走り、最後に山に登
ります。雲仙を真ん中に持つ島原半島は
素晴らしい開催地になると確信します。

官民連携による地域の個性
を活かしたスロー・サイクル
イベント、世界遺産やジオパ
ーク等の共通のテーマをも
つ自治体と連携した広域サ
イクリングツアー、船旅を組
み込んだサイクルイベント
などの実施について、今後、
ご意見も踏まえ具体的な検
討を進めていきます。

C

14 － 円滑な車両通行のための道路整備：天草
に繋がる口之津町から高速道路ICがある
諫早市まで、南島原市の唯一の幹線道路
は国道２５１号線です。大都会とは違い、
市内の道路は車両も少なく普段の流れは
比較的順調なのですが、時折、何の変哲も
ない交差点で渋滞が生じることがありま
す。それは信号のあるなしに拘わらず、右
折車帯が設置されていないために起きる
渋滞です。国道ゆえに、国交省や県との協
議も必要でしょうが、右折帯の整備を望
みます。

国道251号の右折レーンの整
備に係るご意見については
関係機関へお伝えします。

E

15 － 全国から自転車愛好家の方が参加されて
いるレース最中に爆音器が鳴り響いては
興ざめですし、不興を買うことになりま
す。爆音器の使用は住民の平穏な生活環
境を損なっています。住民の中には心臓
病など病弱な方や騒音に弱い方もいれ
ば、夜勤明けの方もおられるでしょう。レ
ースの時期に限らず、市議会に諮り市の
条例を制定して、爆音器の使用は一年を
通して禁止すべきだと考えます。

爆音機に係るご意見につい
ては関係部署へお伝えしま
す。

E



「南島原市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画（案）」への

意見募集結果

１．意見募集期間

令和元年１１月１日（金） ～ 令和元年１１月２９日（金）

２．意見募集状況

１）応募者数 １件

２）意見件数 １件

３．意見への対応区分とその件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの １

C 既に記載済み・対応済みのもの

D 反映が困難なもの

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方

計画（案）の

当該箇所
意見の要旨 意見に対する市の考え方

対応

区分

P23 検討結果

一覧に記 載

の「南有馬吉

川体育館」の

方向性、説明

について

南有馬吉川体育館は、地域住

民にとって、永続的に必要不

可欠な建物であるため、建物

の存続を要望します。

今回ご意見をいただきました件に

ついては、計画を推進する中で地

域の皆さまに十分な説明を行い、

理解を得ながら進めていきたいと

考えております。

Ｂ



「南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」への意見募集結果

１．意見募集期間

令和２年１月６日（月） ～ 令和２年２月５日（水）

２．意見募集状況

１）応募者数 １人

２）意見件数 ４件

３．意見への対応区分とその件数

対応区分 内 容 件 数

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ４

C 既に記載済み・対応済みのもの

D 反映が困難なもの

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方

戦略（案）の

当該箇所
意見の要旨 意見に対する市の考え方

対応

区分

1-4 定住、移

住に対す る

取組

市有地は有効利用できずに

荒れ地になっていないか？

積極的に払い下げを行い、市

民に有効利用してもらえば

いい。旧有馬商業高校を含め

廃校跡地を宅地造成して売

却し、都会からの移住者を呼

び込めばいい。島鉄跡地も切

り売りすればいい。

市有地につきましては、利活用や

払い下げを含め、適切な財産管理

のあり方を検討してまいります。

なお、有馬商業高校跡地や島原鉄

道南線跡地は、これまでの検討結

果を踏まえ、一体的な活用として

引き続き事業を進めてまいりま

す。

Ｂ

4-1-⑭防災体

制の充実

防火水利が不足している自

治会が多いのではないか？

公共施設の敷地内に防火水

槽をたくさん設置すればい

い。有馬商業高校跡地や島鉄

跡地の事業（サッカー場、サ

イクリングロード）を中止す

消防水利につきましては、集落や

地元消防団の意見を聞きながら、

地域の状況等も勘案し、計画的に

確保・整備を進めてまいります。

Ｂ



れば防火水槽はいくらでも

設置できる。

1-1 地場産業

に対する 取

組

2-1 観光に対

する取組

本市の基幹産業は農業であ

る。農業で生活が成り立つよ

う、観光事業は程々にして農

業政策に注力してはどう

か？農業は必ず後継者もで

きる。

本市の強みを生かすことは大変重

要であると考えます。世界遺産登

録や農林漁業体験民泊などの観光

分野も本市の強みの一つであり、

他の地場産業と併せて引き続き注

力してまいります。

Ｂ

全体 「気候非常事態宣言」、「ＳＤ

Ｇｓの取組」について早急に

対応されたい。

市として今後どのように実効性あ

る取組を展開できるか、検討・研

究を重ねてまいりたいと考えてお

ります。

Ｂ



  

「第三次南島原市農業振興基本計画（素案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

 

  令和２年２月 14 日(金)  ～ 平成２年３月 13 日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数  １人 

  ２）意見件数 １１件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの ７ 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ３ 

C 既に記載済み・対応済みのもの ０ 

D 反映が困難なもの １ 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの ０ 

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

 

計画（案） 

の 当該 箇

所 

意見の要旨 意見に対する市の考え方 
対応

区分 

6 ﾍﾟｰｼﾞ 

 

 

収益のある新規作物とあるが、

収益の高い新規作物に変えたほ

うが良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

A 

7 ページ 

 

 

認定農業者 1,000 件とあるが農

業経営改善計画の認定数 1,000

件と変えたほうが良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

A 

8 ページ 

 

 

 

 

 

 

個人の地位及び役割とあるが、

給料、就業時間、休暇などのゆ

とりの視点からの項目を追加し

た方が良い。 

基準に適合するとあるが、適合

し認証されたものを付け加えた

ほうが良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

 

 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

A 

 

 

 

A 



  

12 ページ 

 

 

 

 

 

収益のある新規作物とあるが、

収益の高い新規作物に変えたほ

うが良い。 

経営感覚に優れた経営体とある

が、どのようにして育成し確保

するのか書き込んだ方が良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

 

事業推進にあたり、考慮させてい

ただきます。 

A 

 

 

B 

16 ページ 

 

 

半官半民とあるが、行政や農協

などの出資による地域農業振興

公社等に変えたほうが良い。 

事業推進にあたり、考慮させてい

ただきます。 

B 

17 ページ 

 

 

都市住民との交流促進によると

あるが、交流等のグリーンツー

リズムに変更した方が良い 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

 

A 

19 ページ 

 

 

 

 

高品質乳用牛の導入とあるが、

高能力牛に変更し、暑熱対策、

衛生対策の徹底や乳房炎の防

除、省力化など文言を追加した

方が良い。 

事業推進にあたり、考慮させてい

ただきます。 

B 

20 ページ 

 

草地の刈払いとあるが、掃除刈

に直した方が良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いたし

ます。 

A 

23 ページ 賃貸借の設定又は所有権の移転

とあるが、具体的な方法として

交換分合や農道の再編整備を追

加した方が良い。 

この事業は、市単独事業を説明し

たものです。ご理解をお願いしま

す。 

尚、交換分合や農道の再編整備

は、補助対象となっておりませ

ん。 

D 

 



 

 

「南島原市障がい者計画、障がい福祉計画および障がい児福祉計画（素案）」 

への意見募集結果 

 

1.意見募集期間 

 令和３年２月１日（月） ～ 令和３年２月２６日（金） 

 

2.意見募集状況 

 １）応募者数 １件 

 ２）意見件数 １件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

対応区分 内  容 件数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの  

C 既に記載済み、対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの １ 

 

４．意見の要旨とこれに対する市の回答 

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応区分 

なし ①県立島原特別支援学校小中等

部に通学するため、スクール

バスを運行してほしい。 

②西有家地区の閉校した小学校

を活用して、特別支援学校の分

校を開校してほしい。 

頂いたご意見（ご要望）は、県

立特別支援学校を所管する県教育

庁特別支援教育課へお伝えしまし

た。 

 教育庁からは、貴重なご意見有

難うございましたとのことでし

た。 

E 

 



  

「南島原市第４次行政改革大綱（案）」への意見募集結果 

 

１．意見募集期間 

  令和３年２月１日(月)  ～ 令和３年２月２６日（金） 

 

２．意見募集状況 

  １）応募者数 1件 

  ２）意見件数 4件 

 

３．意見への対応区分とその件数 

対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの 0 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの 0 

C 既に記載済み・対応済みのもの 0 

D 反映が困難なもの 4 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの 0 

 

４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 

計画（案）の

当該箇所 
意見の要旨 意見に対する市の考え方 

対応

区分 

― ① 不燃物置場までの道幅が狭

く離合できない。持ち込み

が面倒になり不法投棄が増

加しないか心配。 

第４次行政改革大綱は、行政の組

織や機能の改革、行政事務の効率化

などをもって、経費削減や自主財源

の確保を図り、人口減少社会に対応

した持続可能な行政の構築を目的

としていることから、意見の反映は

困難と考えます。 

なお、提出された意見は各担当課

と共有し、対応を検討します。 

 

【担当課】 

意見①②⇒環境課 

意見③⇒総務秘書課、商工振興課 

意見④⇒管理課 

D 

― ② 資源ごみストックヤードに

いる資源ごみ監視指導員の

仕事中の私語が多いため、

監督・指導をしてほしい。 

D 

― ③ テレビＣＭなど一部の市民

のために税金を使うのでは

なく、ごみ処理や道路整備

のような市民全体に関係の

ある事業に税金を使ってほ

しい。 

D 

― ④ 南島原市を活性化するに

は、道路網の整備が不可欠。

地域高規格道路を最低で

も、有家・西有家地区まで

は延ばしてほしい。 

D 

 



  

 
「南島原市過疎地域持続的発展計画（案）」への意見募集結果 

 
１．意見募集期間 
 
  令和３年７月１日(木)  ～ 令和３年７月３０日（金） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数   ３人 
  ２）意見件数  １４件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの ８ 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ３ 

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの ３ 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの  
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 
計画（案）の

当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応

区分 
23 ページ 
3 産業の振興 
(オ)観光又はレ

クレーション

の振興 

「又は」でなく以下で使われて

いる「・」に統一した方が良い。 
ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 

24 ページ  
3 産業の振興 
(1) 現況と問

題点 
 (ア)  (農業) 

家畜排泄物の不適切な処理に

よるとあるが、家畜排泄物処理

法が施行されてから 20 数年

間、島原振興局、市農林課を中

心とした関係機関・団体の連携

により適切な処理の指導が徹

底されて来て一定の成果は上

がっているものと思われる。飼

養頭数規模拡大等に伴う処理

施設・機械の切り返しや曝気等

の能力不足により、排汁や悪臭

等が地域生活環境に影響を及

ぼすほか、経営規模拡大を志向

する酪農家や肉用牛生産農家

の生産拡大の制約要因にもな

ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 



  

っている。など柔らかい表現に

直した方が良い。 
24 ページ  
3 産業の振興 
(1) 現況と問

題点 
 (ア)  (農業) 

環境保全型農業による土づく

りとあるが、耕畜連携等による

堆肥資源の過剰な地域から不

足する地域への地域内循環利

用により、土づくりや有機農業

等、環境保全型農業の推進等に

表現を直し、31 ページ (2) そ
の対策 (ア) (農業) 、⑦に組み

入れたほうが良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 

39 ページ 
(3) 計画 
2 産業振興 
(10) 過疎地域

持続的発展特

別事業第 
1 次産業 
家畜導入事業 
必要性： 

地域内留保を目指し、母牛群の

整備増殖とあるが、地域内留保

により母牛群の改良増殖に直

した方が良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 

40 ページ 
農産物ブラン

ド化推進事業 
内容： 

市内の優良な農産物・農産加工

品とあるが、市内の高品質な農

産物・農産加工品に直した方が

良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 

41 ページ 
未来フロンテ

ィア推進事業 
内容： 

官民それぞれのメリットとあ

るが、官民それぞれの強みに直

した方が良い。 
未収期間とあるが未収穫期と

「期」を挿入した方が良い。 
経営感覚を持ったとあるが、経

営感覚を持たない人はいない。

経営感覚に優れたと直した方

が良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 

48 ページ 
農林業体験民

宿施設整備事

業 
必要性： 

観光客の滞在時間を延ばすこ

とで消費額を増加とあるが、観

光客の滞在期間を延ばすこと

で消費額を増加に直した方が

良い。 

本市を訪れる観光客の大半は日

帰り観光客であるため、滞在時間の

延長に向けて取り組みたいと考え

ていることから、「滞在時間」とさ

せていただきたいと思います。 

D 

56 ページ 
(2)その対策 
(イ)(農道・林道) 

ほ場と接続する道路に未整備

の箇所とあるが、未整備に加え

て地籍図で 1.2メートルの幅員

で存在するはずの赤道が両側

から削られ狭くなり通行が困

難となっているところがある

など、耕作放棄地拡大の原因と

なっていると直した方が良い。 

耕作放棄地拡大の解消に向け、事

業実施にあたって考慮すべき事柄

として参考とさせていただきます。 
 

Ｂ 
 



  

118 ページ 
事業計画 
(令和 3 年度～

令和 7 年度) 
過疎地域持続

的発展特別事

業区分 
2 産業振興 
(10) 過疎地域

持続的発展特

別事業 
第 1 次産業 
家畜導入事業 

母牛群の整備増殖とあるが改

良増殖に直した方が良い。 
ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 

120 ページ 
未来フロンテ

ィア事業 
内容： 

官民それぞれのメリットとあ

るが、官民それぞれの強みに直

した方が良い。 
未収期間とあるが未収穫期と

「期」を挿入した方が良い。 
経営感覚を持ったとあるが、経

営感覚を持たない人はいない。

経営感覚に優れたと直した方

が良い。 

ご意見を踏まえ表記を修正いた

します。 
A 
 

― 自転車専用道路サイクリング

ロードに就いて 
賑わいの拠点づくりについて 
加津佐町より深江間の各駅跡

を、如何に活用するか。 
A)我が南島原市は、今馬鈴薯・

いちご・レタス・ブロッコリ

ー・西瓜・トマト等農産物が豊

富で、又、実際に食して見れば

味がとても好い。此の特産品を

銘うって、各駅跡に簡易売店の

設置を設け、市外からのサイク

リング客に販売の方法は如何

なものか。 
B)北高のように特産品の果実

のハウスバス停等を設置して

いるように、物真似ではない

が、それに類似したハウス、そ

れも極簡素な建物でも結構で

あり人目を引くようなもの。 
C)無人販売でも結構。又、ジュ

ースの自販機設置。此の利益は

勿論市の財政に納金出来るよ

うに。 
D)各町に各々銘品があると思

います。特に、有家・西有家は

南島原市自転車・歩行者専用道路

の具体的な周辺整備については、現

在、検討を重ねているところです。 
島鉄跡地旧駅舎の活用につきま

しても、関係各課で検討を行ってい

ることから、頂きましたご意見を参

考にさせていただきます。 

B 



  

ソーメン。布津・深江は西瓜と

畜産（牛・馬・豚）のＰＲ等。 
（加津佐町）風光明媚な白砂青

松の町で、海水浴客で夏場は大

変賑わう。特に、外国航路の海

員が多く、広く海外の珍品が各

家庭に眠っているので、出品出

店してもらい、広く来客に展示

即売等出来る。簡易ハウス、地

場産物の新鮮作物の即売書等

の設置を希望する。 
（口之津）広く昔より諸外国と

の交流があり、港の街として温

暖な街並みであり、昔計画され

た天草架橋の案もまだくすぶ

っている現状であり、実現はす

ぐではないだろうが、将来、架

橋の夢は消えてないので、南島

原市口ノ津との拠点を結ぶ長

崎―口ノ津間の高速フェリー

等計画されては如何なものか。

南蛮渡来の地、口ノ津を拠点と

しては・・・ 
（南有馬）世界遺産となった原

城の跡。市民全員が原城跡の観

光と発展は願っている処であ

る。文化庁の方も大変厳しいと

思うが、今一度立ち直って如何

に客を引き寄せるか。一度来た

人は二度と訪れないと聞いて

いるが、そういう事の無きよ

う、職員一同頭を駆使して頂

き、良い案は無きか。我々市民

もどうにかと言う考えを頭に

ずーっと入れておりますが、

仲々得策が得られないのが実

情です。話に依ると、マリア像

の再現が出てますが、市側も良

く検討されて取組を計られた

らと思います。今一、原城の客

の誘致には一考も二考も考え

られ、大変勿体ない施設が（原

城跡）淘汰されているような気

がします。 
（北有馬）日の江城の跡。原城

と相広してＰＲ活動が欲しい。

諏訪の池のドルメン跡のＰＲ

等も。 



  

（西有家）そーめんの街として

は有名であり、味も大変美味し

く自慢のソーメンになった。夏

場でも結構国道端でそーめん

流しの店舗を設置されて、客寄

せして街を賑わせるように計

画されては如何かな。山の中の

川に設置しなくても客が立ち

寄りやすい場所を設けて、そ＾

めん流しの一大イベントで賑

わうと思う。 
（有家）梨・果実・そーめん・

酒・各々銘産品があり、今大型

店が有家に集中していて来客

数も多数増加して市内一の賑

わい。人口流入があり、賑を呈

している。ハマンコラの広場が

今勿体ない。人口浜の再現を考

えたら。 
（布津）農産物・海産物・畜産

が盛んであり、特に西瓜等品質

の良い青果で実績があるよう

です。わかめの養殖等盛んであ

り、ＰＲを大々的にされて広く

県外に産出されるよう期待し

たい。 
（深江）養殖業。畜産業・農業・

漁業が盛んであり、街並みも島

原市に近いので賑わいを見せ

ている。サイクリングロードの

始発・終点でもあり、加津佐―

深江間の往来も将来盛んにな

ると思われる。 
加津佐―深江間には各町の

それぞれの特産品があるので、

その利点を生かし、旧駅跡に先

に記述したように、無人の販売

店でも良いし、希望の人がおり

ましたら、友人売店でも結構賑

わいを見せるのではないか。自

販機設置は、各メーカーに折衝

して市が利益の出るようなメ

ーカーとの取計をすること。 
 以上 
私案ですが、前述致しました通

り色々貴職に於かれましても

私案があられるものと思いま

す。レンタル用に二人乗り、三



  

人乗り、色々と車種もあると思

います。具案でありましたが、

参考になれば幸甚です。 

― Ｂ＆Ｇ加津佐に就いて 
現在、Ｂ＆Ｇ施設は加津佐と西

有家に建設されており、青少年

が現在施設を利用しており、評

判もいいようです。然し、一般

人から見れば施設があっても

もう少し全般的に視野を広げ

て、広く若人を呼び込めるよう

な施設が欲しい。 
 それは、今迄にいろいろ制限

があり、モーターボートの乗り

入れ禁止とか、レジャーボート

の乗り入れ禁止・・・etc。色々

規制されていて、あまりにも簡

易な水上競技の海のレジャー

施設になっており、水上スキー

の乗り入れ許可とか、折角シー

レーンも設置されているので、

モーターボートの乗り入れ可

能とか、クルーザーの乗り入れ

（赤ブイ道）等海上レジャーを

もう少し大巾に規制を緩和し

て誰でもが、加津佐の海岸で楽

しく過ごせるような環境を作

り上げていきたいものと思っ

ております。現に、遊泳地区・

赤ブイ道となっており、それ以

内での遊泳は危険なことはな

いので、実現されるよう要望し

ます。 

加津佐Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫

におけるモーターボート等の乗り

入れについては、南島原市海水浴場

条例第 7 条第２項において、「モー

ターボート等機関を用いて推進す

る船舶が、遊泳者に対し、危害を与

えるおそれのある水域で航行する

行為をしてはならない」とされてい

ることから、現時点ではご提案内容

の実現は困難です。 
今後も引き続き、マリンスポーツ

や自然体験を通じて、地域の活性化

に寄与する取り組みを行って参り

ます。  

D 

― どうやってブランド化を進め

ていくかが示されていない。

SDGｓや過疎化対策、地域活性

化に有効と思われる取り組み

を実施してほしい。 

ご提案いただきました視点を参

考にさせていただきます。 
B 

― 堂崎港埋立地に、老若男女が楽

しめ、車で行くことが出来る、

環境に配慮した自然の森公園

を作って欲しい。 

堂崎港埋立地については、県の利

用計画において、『流通施設用地』

及び『業務施設用地』として計画さ

れており、ご提案いただきました堂

崎港埋立地における「自然の森公

園」の実現は困難と考えますが、他

の地域で検討を進めております。 

D 

 



  

「第１１次南島原市交通安全計画（案）」への意見募集結果 
 
１．意見募集期間 
 
  令和４年１月１７日(月)  ～ 令和４年２月１６日（水） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数 ２件 
  ２）意見件数 ５件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの ０ 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ２ 

C 既に記載済み・対応済みのもの ３ 

D 反映が困難なもの ０ 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの ０ 
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 
計画（案）の

当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応

区分 
 
 
 
 
P8（2）ア 
 
 
 
 
 
 
P1 
 
 
 
 
 

具体的な安全推進施策に優

先順番をつけ、年次別実施計

画を示すべきではないか。 
 
標識による車両の進入やス

ピードの制限など、歩行者の

防護柵や区画線等の整備が

急がれる。安全に車を交わせ

る退避エリアの設置など具

体的な対策が必要である。 
 
第 3 節(1)および（5）を重点

的に、年次別実施計画を作成

し、具体的に行動を起こす時

期に来ていると思われる。 
 
 

本計画を基に、すでに取組んでい

る事業を拡充するなど、実施計画

についても検討していきます。 
 
P8（2）ア 事故危険箇所対策の推

進 に記載あり。 
 
 
 
 
 
本計画を基に、すでに取組んでい

る事業を拡充するなど、実施計画

についても検討していきます。 
 
 
 

B 
 
 
 
C 
 
 
 
 
 
 
B 
 
 
 
 
 



  

P10 ２ 
 
 
 
 
 
P8 （2） 
 
 
 
 
 

PDCA サイクルなどで、反省

評価しながら交通安全計画

を目に見える形で推進して

いくことが必要である。 
 
 
大型車との離合がむずかし

いせまい道路が有るがこれ

らの道路は交通規制し大型

車両の通行禁止をすべき。 
 
 

P20 8 調査研究の充実 に記載

あり。 
 
 
 
 
P8（2）ア 事故危険箇所対策の推

進 に記載あり。 
 
 

C 
 
 
 
 
 
C 
 

 



  

「南島原市農村環境計画（案）」への意見募集結果 
 
１．意見募集期間 
 
  令和 4 年 2 月 1 日（火）  ～ 令和 4 年 2 月 21 日（月） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数 １件 
  ２）意見件数 8 件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて案を補修修正、又は追加記載したもの 5 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの  

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの 1 

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの 2 
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 （別紙） 



４.意見の要旨とこれに対する考え方

NO 計画（案）の該当箇所 意見の要旨 意見に対する考え方
対応
区分

1 4.計画期間

本計画の期間は、特に定めず、社会経済状況の変化に応
じて見直しすることとする。とあるが作成する計画の成
果を上げ、南島原市の農業・農村を活性化し発展させて
ゆくためには、計画期間を定め実施計画を作成し、年次
別に具体的な達成目標を定めて、定期的に反省評価する
ことが必要である。目標を達成できなければそれはなぜ
なのか、どうすればできるのか、PDCAサイクルを踏
み、課題解決志向で取り組むことが必要である。農村環
境計画が「絵に描いた餅」なってはならない。

　本計画は、農業農村整備事業を
総合的・効率的に実施するための
環境保全の目標や、目標達成のた
めに必要な基本方針及び対応方策
を定めることを目的としたもので、環
境保全の目標や基本方針の見直し
が必要な社会経済状況の変化が生
じた際に計画の改正を行うこととしま
した。

D

2
４．現況特性と課題課
　(3)生産環境

　農業振興と農村振興の用語の使い方に錯誤があるように思
われる。
現況特性の【深江・布津地区】都市と農業者との交流は農業
振興の一面も無いわけではないが、都市との交流や住宅地の
整備は農村振興である。

　ご意見を踏まえ表記を修正致しま
す。

A

3

　棚田・段々畑が多いとあるが、棚田・段々畑が多い「ほか圃
場が分散錯圃でひと区画が小さいため、作業の方向転換用の
枕地の面積割合が相対的に高くなり転換回数が増加するなど
して、導入された耕起・整地用の高性能トラクタ・作業機等の
能力が十分に発揮できず作業効率が悪くなり、減価償却費、
動力光熱費、支払利息などの経営費がかさみ収益性が低下
する」を追加した方が良い。

　ご意見を踏まえ表記を修正致しま
す。

A

4 　少子高齢化とあるが「と後継者不足による」を追加した方が
良い。

　ご意見を踏まえ表記を修正致しま
す。

A

5 　維持管理が不足とあるが「維持管理が難しくなっている」と直
した方が良い

　ご意見を踏まえ表記を修正致しま
す。

A

6
　環境負荷が発生するとあるが、作物を栽培し始めた時点で
環境負荷はすでに発生している。「環境負荷が大きくなる」と
直した方が良い。

　ご意見を踏まえ表記を修正致しま
す。

A

１.  基本方針・基本目標・施策
（3）生産環境
　　[課題]



４.意見の要旨とこれに対する考え方

NO 計画（案）の該当箇所 意見の要旨 意見に対する考え方
対応
区分

農業にかかる労力を軽減するために、農道の整備・用水路
の整備・改良を行い・・・

本市は平たん地が少なく、農地の大部分は棚田や段々畑と
いった・・・

7

２）農業にかかる労力軽減の環境整備
　ａ．農道・用水路の整備と維持
  ｂ．農地整備
　ｃ．農地の集積・集約化

農業経営の効率化を図るため、・・・農地保有の合理化と有
効活用を推進する等とあるが、高性能トラクタの効率利用等に
よる土地利用型農業の振興のためには、家族経営を継続する
にせよ、農事組合や会社法人化等により企業的な経営を推進
するにせよ、道府県等の先進的な取り組み事例が参考になる
と思われる。「作業効率を上げ生産性や収益性の向上を図る
ためには、農地保有の合理化や交換分合等による農地の集
団化に加え、層厚調整・均平等の併用により、等高線に沿っ
て降雨に伴う土壌の流亡が軽減可能な長方形の圃場へ土地
基盤を再編整備改善するほか、圃場への引き込み道路である
地籍図にある幅1.2ｍの赤道や、引っ込み道路がない20cm程
度の田んぼのあぜ道等を、トラクタや作業機が安全に出入り可
能な副員に拡幅する等の大胆な発想の転換と実行が必要で
ある」。小型でもエアコン、キャビン付きのトラクタで耕起や管理
作業が可能な圃場区画や道路網の造成・整備を進めることが
必要と思われる。そうすれば耕起・整地作業・防除等のスマー
ト農業化も可能となる。施設利用型の農業を展開する場合は
この限りではない。

今後の取組に際しての、貴重なご意
見とさせていただきます。

E

腰をかがめ、額に汗してひたすらに頑張る農業経営者
像だけでは、新規参入希望者や新規就農予定者、農業生
産法人への就職、Uターン、Iターン等を考えている現代
の若者の心に響かない。ゆとりがあり目標とする所得の
確保が可能な経営体へ成長・発展させる市の支援を強化
すべきである。費用対効果や事業効果等を評価しながら
県や国の補助事業なども活用して基盤整備と土地改良を
進め、経営改善をサポートするのである。宅地並み課税
の強化に舵を切るにせよ、具体的な対策を打たず、放置
するだけでは耕作放棄地が増え田畑は荒れてゆくだけで
ある。



４.意見の要旨とこれに対する考え方

NO 計画（案）の該当箇所 意見の要旨 意見に対する考え方
対応
区分

　蛇足であるがほかの困っている人達にも参考になると思うの
で、耕作放棄をせざるを得ない私の実態を記しておきたい。過
去に農業委員会から、畑を荒らしたままにしておくと、宅地並
み課税をする旨の通知文を頂いたことがある。それは大変だ
と、市議会議員にご紹介いただいて農林課や農業委員会に
今後の実現可能な対応策について相談したが、いろいろと難
しい対応が必要なようだった。法務局へ行って地籍図を閲覧
すると、作業用の引っ込み道路として1.2ｍの赤道があることを
教えていただいた。再度、市議会議員を通じて我が家の2筆の
畑の赤道を作業道路として使えるように何とかしてほしい旨お
願いしたところ、担当課長と担当者に現場においでいただき、
現況のご確認をして頂いた。

後日、土建業者の担当者がおいでになり、関係する農家の３
戸以上で整備が必要な引っ込み道路の利用組合を作り、市
役所に補助申請すると予算があれば事業費の8割の補助金が
頂ける道があることと、安全に出入りするためには道路の幅員
は最低でも2ｍが必要で1.2ｍを超える部分の土地代の自己負
担が必要なこと等をご教示いただいた。個人情報保護の課題
があり連絡先が分からずその後進展せず眠ったままである。
田でも同じような問題が残されている。亡くなった親父は、引っ
込み道路がなく、コンクリートで整備されてはいるが20ｃｍ程度
しかない狭隘なあぜ道を使いながら、耕運機やトラクタ等の高
性能機械で耕起が出来ないから鍬で高畦を作り、植え付けか
らヒエ抜き、防除等の管理作業や、収穫調製まで人力で行っ
ていた過去の実態がある。高齢化し重作業に体力の限界を感
じて耕作放棄をすることとなったようだ。

それでも今は、畑地は年に一度はシルバー人材センタにお
願いし草刈りをするほか、グリホサート系の除草剤などで処理
することにしているため管理費はかかる。収益は上がらないた
め経営収支は毎年赤字である。

また、耕作放棄をせざる得ないいずれの圃場も、現況地目と
しては明らかに原野と思われるが、固定資産税などの台帳地
目は、「田」「畑」で課税されている。

　農業者、関係機関・団体と連携を図りながら、農業委員や農
地利用適正化推進委員の方々にもご活躍頂いて、市が中心と
なり耕地台帳を整備するなどして、集団化に向けて交換分合
などの取り組みをリードするべき時期に来ていると思われる。
耕作放棄地がなくなり輝く大地がよみがえることを心から祈っ
ている。

8
５）農業と環境の共存
　ｃ．グリーンツーリズムの推進

　グリーンツーリズムという言葉は、英国のルーラルツーリズム
に倣って農林水産省が作った、都市と農村の交流を意味する
造語である。（3）生産拡大1）農業の振興a.都市との交流拡大
は、農村振興であり「グリーンツーリズムの推進」の下に並べた
ほうが良い。

　「５）農業と観光の共存」と表記す
べきところを誤って「農業と”環境”の
共存」と標記していましたので、修正
を行います。内容としましては、計画
（案）どおり表記させて頂きます。

E



  

「南島原市商工振興計画（素案）」への意見募集結果 
 
１．意見募集期間 
 
  令和 4 年 2 月 7 日(月)  ～ 令和 4 年 2 月 28 日（月） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数 2 件 
  ２）意見件数 4 件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの 1 

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの 2 

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの 1 
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 
計画（案）の

当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応

区分 
36 ページ 

基本施策（4） 
経済対策 
 
 
 
 
 
 
 
30 ページ 

主要施策④

産地づくり 

 
 
 
 

商工振興部と言う名に負け

ない様に市内の商工振興に

大いに寄与する様な施策を

やってほしい。 
今現在はコロナ騒動でいろ

んな業界が多大の影響を受

けて販売に大打撃を受けて

いる現状だ。コロナ対策の支

援策をやってほしい。 
 
島原手延べそうめんの付加

価値を向上させるためにと

あるが、南島原産の手延べそ

うめんに施策を絞り込んで

差別化を図った方が良い。何

年か前に、島原外港フェリー

ターミナルで北海道や東北、

現在もコロナに関する支援策を行

っておりますが、いただきました

ご意見も踏まえて、現在の状況と

アフターコロナを見据えた取り組

みを計画していきます。 
 
 
 
 
 
南島原産小麦を使用した美味しい

質の高い手延そうめんを商品化

し、産地を代表する商品としてそ

の特徴をしっかりと PR していく

ことで、付加価値向上を図ってい

きます。 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E 
 
 
 
 
 
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
31 ページ 

実施スケジ

ュール 

N02. そうめ

ん小麦生産

事業 
 
33 ページ 

主要施策③ 

6次産業化へ

の支援施策、

中小企業ス

テップアッ

プ支援事業 

 

関東、中部地方等へのお土産

としてそうめんを買おうと

したところ、郷土を愛する業

者の売り子の方が島原方面

で栽培した小麦で作ったそ

うめんと言って販売されて

おられた。どこで生産されて

いるのか見に行きたいと尋

ねたが返答はなかった。「地

場産小麦の栽培とその小麦

を使用した新たなそうめん

を生産するための体制づく

りに取り組む」とあり農村・

農業振興にもつながり大変

すばらしい取り組みだと感

動している。地場で製造され

ているそうめんの製麺適性

にあった小麦の育種や栽培

管理の実証展示、規格の統一

にはかなりの期間を要する

ものと思われる。 

 
計画実施年度を見るとR4,R5 

の2年となっているが、ブラ

ンド確立するためには、せめ

て5年、財政的に可能ならば

10年くらいの継続的な支援

が必要である。 

 
生産と加工・販売を一体的に

実施する6次産業化につい

て、加工・販売施設等の設備

や販路拡大など事業拡大へ

の取り組みを支援し、地元の

農林水産業の付加価値を高

めます。とあるが、実施スケ

ジュールに、ステップアップ

事業のNO. 、事業名、計画実

施年度が抜け落ちていると

思う。これも、農漁村・農漁

業振興につながり将来は地

域の雇用の場の確保にも発

展する可能性を持った事業

だと思われる。実施スケジュ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そうめん小麦生産事業について

は、R5 に一度事業内容の見直しを

行いますが、その後も引き続き事

業を継続していく予定です。 
 
 
 
実施スケジュールについては、各

主要施策ともその中でも今後注力

すべき事業を抜き出しておりま

す。中小企業ステップアップ支援

事業につきましては、現在も支援

を行っており、今後も継続して支

援を行う予定ですので、ご指摘の

アフターフォローも実施しながら

6 次産業化を推進していきます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 
 
 
 
 
 
 
B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

ールの計画実施年度を明示

すべきである。火をつけたら

風を送る。目が出たら水や肥

料を送る等のアフターフォ

ローが必要である。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



  

「南島原市公共施設等総合管理計画改訂版（素案）」への意見募集結果 
 
１．意見募集期間 
 
  令和４年２月２８日(月)  ～ 令和４年３月２２日（火） 
 
２．意見募集状況 
  １）応募者数 ２件 
  ２）意見件数 ３件 
 
３．意見への対応区分とその件数 
 
対応区分 内  容 件  数 

A 意見を踏まえて素案を補修修正、又は追加記載したもの  

B 事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの ２ 

C 既に記載済み・対応済みのもの  

D 反映が困難なもの  

E 感情、感想、質問等に対する回答を行ったもの １ 
 
４．意見の要旨とこれに対する市の考え方 
 
計画（案）の

当該箇所 意見の要旨 意見に対する市の考え方 対応

区分 
全体 懸念点 

【1】縮減時にも財政支出は必要

となる（施設解体費用など） 
【2】複合化で、それまで提供さ

れていたサービスを受益するた

めに複合化された施設までの移

動距離が増加する。 
これらの懸念点を低減するため

に下記を検討いただければうれ

しいです。 
 
対処策 
「縮減が決定した施設を市内外

の民間事業者に使用させる」とい

う案です。 
●使用料は無料 
●その代わり以下は民間事業 

建物の無償譲渡になるかと思わ

れますが、１つの対応策として

考慮させていただきます。 

B 



  

 者に全額負担させる。 
・最終的な施設解体までの【維

持費】 
・最終的な施設解体までの 
 【改修費】 
・最終的な【施設解体費】 

 
対処策の利点 
【1】市の新たな財政支出不要で

施設解体が可能となる。 
【2】施設の構造上、それまで市

が提供していたサービスと類似

するサービスを市民が利用可能

となりうる。 

  

全体 いつまでに対象施設を評価、継

続・廃止等を決めるのかといっ

たスケジュールが定められてい

ない。スケジュールを決めるこ

とが先決である。 
そのためには、各施設の現在の

状況（利用状況、維持管理経費

（人件費を含む）、利用料金収

入）などについて、具体的に示

すことが必要である。 

本計画の下位計画にあたる「南

島原市公共施設等総合管理計画

に基づく「個別施設計画」」によ

り策定当初の 2017（H29）年度

から 2026（R8）年度までの 10
年間を第１期として、個別施設

の具体的な整備計画を策定して

います。以後 10 年毎に第 2～4
期として具体的な整備計画を策

定します。 

E 

全体 もはや、人口減少、少子高齢化、

緊縮財政運営は誰しも認めると

ころであり、避けることはでき

ない。計画案の前段部分はもっ

と簡略化すべきである。 
すべての対象施設（学校とイン

フラ施設を除く）ごとに、利用

者（市民）、市、議会、学識者等

のメンバーが、公開の場でレビ

ューを行い、施設の継続、廃止

等を評価することが必要であ

る。 
なお、歴史的価値が認められる

建物等については、利用促進等

にかかる今後の取り組み等につ

いて具体的に示す必要がある。 

今後の事業推進及び計画の見直

しにあたり、考慮させていただ

きます。 

B 

 


